




〈表紙の解説〉

仲間橋開通式（西表島・東部地区）

仲間橋は、１９５６年（昭和３１）鉄骨造の仮橋が

米軍によって架けられ、その後１９６８年（昭和４３）

にコンクリート橋となりました。現在の仲間橋

は１９９２年（平成４）に完成した３代目です。

完成概略図から、橋の長さが２５０m、歩道を

含む全幅員が９．７５m、施行年度が昭和６３年度～

平成４年度であることなどがわかります。

右上の写真は、大富集落側から河口に向って

撮影されています。開通式の前に撮影されたも

ので、手前にかかる旧橋の上をバスが通過して

いくのが見えます。

真ん中の写真では、先導に古見集落の２頭の

獅子が見えます。なぜ古見の獅子が先導だった

のか、なぜ大富側から大原側へ渡り初めをした

のかは、調べられませんでしたが、橋の完成を

東部地区全体で盛大に祝ったことが伝わりま

す。

また、橋の渡り初めは、高齢の夫婦者または

３代の夫婦がそろった一家を選んで行うといわ

れており、仲間橋の渡り初めには、親・子・孫

３世代健在の夫婦として選ばれた、大原集落の

新珍健・マイツ夫妻、新善一・波夫妻、新博文・

久夫妻が務めています。

他の写真からは、当時の竹富町長・友利哲雄

氏、県土木建築部長・澤村宏明氏、八重山土木

事務所長・上唐利夫氏、県議会議員・上間毅

氏・伊良皆高吉氏らの姿もみえ、大原婦人会の

道踊りも開通式に花を添えています。

余談になりますが、この時使用された開通のアーチは、組み立て式の立派なもので、以後「大原ま

つり」をはじめ、「ぱいぬ島まつり」「やまねこマラソン」など、島内で行なわれた各種行事に使用さ

れたということです（西大舛髙旬町長談）。

ちなみに、当日の日付は７月２９日。「夏の日差しが強かったのでは？」との質問に、「そんなに暑さ

は感じなかったと思う」、「あの頃は、かりゆしウェアなんてなかったし、クールビズなんて言葉もな

かったからね。議会はもちろん、どの会議も全部スーツだったよ」と。議員初当選から２年目の出来

事だった仲間橋開通式の様子を、西大舛町長からお聞きすることができました。

（米盛恭子）
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和 衷 協 力

竹富町教育長 佐事 安弘

わちゅうきょうりょく

好きな言葉に「和衷 協力」があります。「心を同じくしてとも

に力を合わせること」という意味です。竹富島の「うつぐみ」、

波照間島の「すむずれ」（肝揃）、黒島の「きむぴしち いるぴし

ち」（肝一つ 色一つ）などにも相当する言葉と思いますが、「和

衷協力」に思い入れを強くするのは、わが大富の旗頭「太陽と稔

り」の旗文字になっているからです。

大富は琉球政府による計画移民の第１陣として、大宜味村、竹

富島を主体に久米島、西原などからも５９戸３０３人が、旧仲間村に

入植してできた集落です(＊１）。それゆえに「和」と「力」が求め

られました。

私の家族は、私が１歳のとき波照間島から西表島大富に、開拓移民としてやってきました。移住し

た当時は毎日暮らすのが精いっぱいだったと聞いています。私も進学で島を離れるころまで、食材調

達、豚のお産などなど、家のお手伝いは何でもやりました。それだけに家族、地域の協力の大切さを

身にしみて実感しています。さらに人は自然、社会と和してこそ生きていけるものと思うのです。

このたび１０月１日付で竹富町第１１代教育長に就きましたが、竹富町の教育・文化行政でも「和衷協

力」の精神で取り組んでいく所存です。

現在、竹富町史編集事業において、『竹富町史 第八巻 西表島』を編集中とのこと。わが大富集

落は来年（２０２２年８月）、入植から７０年の節目を迎えますが、竹富町史のなかにどのように位置づけ

られるのか楽しみであり、時には議論に加わりたく存じます。太陽と稲穂をかたどり、トンボが舞う

旗頭のごとく、稔り多い竹富町史の編さんに期待しています。

旗頭は１９７５年（昭和５０）漢那憲福氏より寄贈。

全長：８．１９m、全幅：１．９m、重量：２９．５㎏。

(＊１）『大富開拓記念史 入植２５周年』（大富公民館、１９７７

年）４１頁参照。福地景二氏によると、大宜見班は１９５２年１２

月に、竹富班は１９５３年に入植した（『肉親を語る』参照）。
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『『竹竹富富町町史史 第第十十一一巻巻 資資料料編編 新新聞聞集集成成 ⅧⅧ』』発発刊刊！！

昨年度（２０２０年度）、『竹富町史 第１１巻 資料編 新聞集成 Ⅷ』が発刊され、慶田盛伸氏による

書評（『八重山毎日新聞』２０２１年８月８日付）を皮切りに、さまざまな反響がありました。

「資料編 新聞集成」のシリーズは、１８９８年（明治３１）４月１日以降の沖縄県内で発行された新聞

から、竹富町に関する記事を集成したもので、本書はその第８冊目の刊行となります。これまでは数

年ごとを１冊にまとめていましたが、１９６０年代に入ってからは収録記事や、１件の記事に対する文字

数が増えたことにより、本書は１９６６年単独の編集となりました。竹富町史編集事業におきまして、「資

料編 新聞集成」シリーズは、沖縄の本土復帰年（１９７２年）をもって一区切りとしますが、今後は各

冊の対象期間を１年として刊行していく計画です。

さて、１９６０年代は「政治の季節」と呼ばれます。沖縄は、米軍、日本政府、琉球政府が錯綜しなが

ら、本土復帰へ向かって激しく動いていく時代でした。復帰運動は次第に米軍基地問題や人権問題に

まで広がっていきました。そのようななかで竹富町は、地域産業の振興、インフラの整備、西表開発

などに希望を見いだしていました。

本書は１９６６年（昭和４１）の竹富町に関する新聞記事を収集したものですが、竹富町の島々村々のみ

ならず、世界各地で同時に何が起こっていたのかを考える契機にもなりました。歴史はよく時間軸に

沿って語られがちですが、ここで紹介する四つの論考はどれも１９６６年という時代をそれぞれの地域・

立場からとらえ直しています。

歴史を複数の視点から問い直そうとするとき、島という空間は既にその視点を確保しているといえ

ます。また一方、当時のモノ、交通、情報など、さまざまなネットワークの広がりも本書から読みと

ることができます。このことは情報化・グローバル化が進む現代においても、島の独自性を維持しな

がら、一人一人の多様な暮らし方がみられることにつながるものでしょう。

新聞記事の年月日は歴史を傍証するものですが、私たちはその時空間を認知することで、先人の功

績や個人的なこと、些細な出来事まで、リアルに追想することができます。こういった方法の積み重

ねによって、竹富町の歴史を再考したいものです。それは「町民参加の町史づくり」を編む醍醐味で

もあります。

来年（２０２２年）、沖縄の本土復帰

から５０年の節目を迎えます。このよ

うな観点から改めて『竹富町史 第

十一巻 資料編 新聞集成 Ⅷ』を

読み直すこともできるのではないで

しょうか。

（飯田泰彦）

西表島網取集落 １９６６年頃（提供：松山 洋）
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１１ 書評 『竹富町史 第十一巻 資料編 新聞集成 Ⅷ』

慶田盛 伸

『竹富町史 第十一巻 資料編 新聞集成 Ⅷ』（竹富町史編集委員会編、竹富町教育委員会刊）が

刊行された。これまでの新聞集成は数年単位で発刊してきたが、今回は１９６６年（昭和４１年）単年。そ

の理由は、掲載記事が多いから。まさに激動の時代ゆえであろう。

同年はイリオモテヤマネコ発見の翌年。先島テレビ開局という情報化社会へ変容していく頃であ

る。同時に島々では人口流出が続いていた。

対象とする新聞は、『八重山タイムス』、『八重山毎日新聞』、『八重山朝日新聞』の３紙。竹富町に

関する記事８０３件を精選し、編年体の時系列で配列している。

一読して印象に残る記事をいくつかあげる。

「西表でカレー栽培」。本土資本と提携してカレーの主要なスパイスであるターメリック（ウコン）、

カルダモンなど、主要スパイスの生産をめざす、と記している。

他にも「パイン、畜産で２千ドル農家 上原」、「黒島・波照間の玉ネギ ４万ドル収穫」、「ツノマ

タ戦後最高の収穫 鳩間」、「西表牛の生産めざす 高那」など。廃村となった新城下地島では「ヤギ

牧場荒らされる」の悲しい記事も見える。

「小浜島にキャッサバ振興組合」。数年前に全国を席けんしたタピオカの原料である。西表島で成

功したと記している。

それぞれの島で必死に生きる人々が見えるようだ。

また、同書では「附録」として大盛聰氏が「１９６６年の小浜島」をタイトルとする論文を寄せている。

新聞集成でとりあげた記事に、町民がどのような思いで関わったか、それぞれの島の内側からの視

点で検証する試みである。

大盛氏は論文を「小浜島の政治の季節」、「産

業振興」、「文化事業」、「小浜婦人会の活動」

－に大きく分け、島の社会組織や製糖業、民

俗芸能保存活動、織物文化などについて、関

連資料を突き合わせて検証し歴史の重層的な

流れの中で「１９６６年の小浜島」を浮かびあが

らせることに成功している。

特に、小浜島民俗芸能発表会に関する記述

は出色。写真に残る諸先輩方への敬慕の念、

舞台と会場の混然一体となった高揚感がかい

ま見えるようで好ましい。

単に「附録」とするには惜しい力作である。氏の島への愛着、熱量の高さが行間にうかがえる。小

浜島についての新たな研究者・表現者の登場を喜ぶ。

（『八重山毎日新聞』２０２１年８月８日付）

小浜島民俗芸能発表会（１９６６年１２月３日～５日）
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２２ １９６６年をふりかえって

―『竹富町史 第十一巻 資料編 新聞集成 Ⅷ』の刊行に寄せて―

竹富町老人クラブ連合会会長

與那國 光子

① 一葉の写真から

くやーなーら。竹富町老人クラブ連合会会長の與那國光子ゆー。

このたび竹富町教育委員会から『竹富町史 第１１巻 資料編 新聞集成 Ⅷ』（以下、『新聞集成 Ⅷ』

と略記）が刊行され、早速手に取ってみました。『新聞集成 Ⅷ』は竹富町に関する１９６６（昭和４１）年

の新聞記事を集めた６２０ページもの大著です。活字ばかりの地味な資料集というので、最初は敷居が

高く思われました。しかし、本書をひもといたとたん、まるで懐かしの流行歌を聞くかのように、当

時の情景が浮かんできました。

ちなみに１９６６年当時、《星影のワルツ》、《悲しい酒》、《こまっちゃうナ》などの流行歌が、ラジオ

からよく流れていました。思い出の歌を口ずさみながらページを繰るほどに、我が青春時代がよみが

えってきました。たちまち私は１９６６年にタイムスリップしたような感覚を覚えました。

本書の巻頭では、１０枚のモノクロ写真が当時の島々へ誘ってくれます。西表島網取村の水田に黄金

の稲穂がたわわに揺れる光景をはじめ、西表消防分団の集合写真、小浜島の結願祭の舞台などが紹介

されています。

そのなかに「竹富中学校１９６５

年度卒業生」と銘打った写真

があります。そこに１６名の生

徒たちと並んだ、若かりし頃

の私の姿を見つけ懐かしく思

いました。１９６６年といえば、

私が竹富小中学校の用務とし

て勤めていた頃のことです。

当時の校長は徳松信忠先生で

した。

毎朝、デイゴの木に吊るし

た鐘を鳴らすことから一日が

始まりました。その後、先生

方にお茶を入れ、忙しく用務

をこなしながら一日一日があっという間に過ぎていきました。夕方、学校が終わったあと、私は東京

の高等学校の通信教育で勉強をしました。

私がそうであったように、島の子どもたちは向学心というよりも、広い世界に憧れているようでし

た。学校の教材も教科書だけだったので、陶芸作家・鈴木八郎氏が竹富島を訪ねられたとき、「子ど

もたちが本土のことを知りたがっています。古くてもかまいません。ぜひ本土の新聞や雑誌を送って

竹富中学校１９６５年度卒業生（提供：竹富小中学校）
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ほしい」と、思わずお願いしたことがありました。

その後、鈴木氏を中心とした交流の輪が広がり、愛知県春日井市の勝川小学校など、県下数十人近

くの方たちから続々と新聞や雑誌、全集物が送られてきてきました。そうして竹富中学校には本土文

庫ができあがり、子どもたちは文庫の本を競って読んでいました。このことは当時の『中日新聞』で

も大きく紹介されました。

② １９６６年の竹富町

『新聞集成 Ⅷ』は、主に「総説」、「収録記事見出し一覧」、「１９６６年（昭和４１年）」、「附録」で構成

されています。

「総説」はサブタイトルとして「本巻を利用されるみなさまへ」というメッセージが添えられ、通

事孝作さんが１９６６年の竹富町の動向を概観しています。

ここには「竹富町議会議員選挙を実施」、「西表島開発推進協議会を結成」「沖縄に離島振興協議会

が発足」「竹富町出身戦没者の慰霊の塔除幕式および慰霊祭を開催」「新城・下地島は『廃村の島』か

ら『畜産の島』に」「竹富島に電気施設が完成」「鳩間島に無線電話が開通、来年早々は由布島に」「西

表島東部に第一東光丸が就航し、航海時間が大幅に短縮」といった時代を反映する８項目が掲げられ、

「新聞記事にみる竹富町の諸相」を浮き彫りにしています。これにより当時の時代背景が理解でき、

本書を読む良き手引きになっています。

本書が便利なのは、「収録記事見出し一覧」から関心のある記事を拾うことができることです。見

出しをみただけでも、「離島苦脱皮は西表開発あるのみ」（１月１３日）、「西表開発にいよいよ本腰」（６

月１７日）、「宝の島を拓く」（６月２１日）など、当時の西表島開発へのまなざしがうかがえます。

西表島開発については当時、琉球・日本・アメリカの三者による協力体制で「西表島資源開発」を

行なうことになっていました。記事からは、住民の大きな期待とはうらはらに、遅々として進まない

状況を読みとることができます。

このあたりの詳細は、川平成雄先生の論文「西表島開発は、なぜ〈幻〉に終わったのか」（『竹富町

史 第１１巻 資料編 新聞集成 Ⅶ』２０１９年収載）、「〈幻〉の西表島開発」（『沖縄文化―沖縄文化協会

創設７０周年記念誌―』２０２０年収載）をご参照ください。

大規模な西表島開発計画の一方で、竹富島における電気施設の設置事業は着々と進んでいきまし

た。関連する見出しを拾ってみると、「電気導入地域に決定 竹富島に３０キロ」（『八重山朝日新聞』

２月８日）、「竹富島の電気認可」（『八重山毎日新聞』２月８日）、「徐々に 竹富町 西表西部 医師

位置 竹富島も電化へ」（『八重山タイムス』２月１０日）、「全町の電化を計画 竹富町 ６９年度に」（『八

重山毎日新聞』２月１０日）、「竹富島も電化へ ３月から送電開始」（『八重山タイムス』５月４日）、「文

化生活へ一役 竹富電気落成式」（『八重山朝日新聞』７月７日）、「字竹富電気施設完成」（『八重山タ

イムス』７月７日）、「竹富へ 配電施設に３千弗」（『八重山タイムス』７月７日）など一連の記事が

みられます。

これらの記事によると、６月２０日、竹富発電所の電気施設を新設。７月初旬から送電開始。３カ月

にわたる本土研修を終えて帰島した友利国夫さんが発電機を管理しました。新聞記事により日を追っ

て経緯を知ることができます。記録というのは大事ですねー。

それにしても、竹富島において電気施設の完成は、島にとって文明開化といってよいほどの大事件

でした。現在、普通に電気の恩恵を受け、毎日を楽しく暮らせるのも、先輩方の尽力のおかげである
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なーと、つくづく思いました。

③ 憧れの小百合葉子さん

１９６６年１月、劇団「たんぽぽ」の八重山公演がありました。劇団たんぽぽの公演は、八重山では３

度目ということもあって、娯楽に飢えていた当時の人々は、たいへん楽しみにしていました。

八重山の教育関係者たちは「八重山の子どもらの心にたんぽぽの種を植えつけ、明るく根強い子ど

もを育てよう」と、劇団の後援会を発足させました（『八重山毎日新聞』１月９日付参照）。竹富島に

おいても、種子取祭の芸能とはひと味ちがった趣向の演劇は珍しく、島人も大いに待ち焦がれた公演

でした。

それを『新聞集成 Ⅷ』に収録された一連の記事で確かめることができ、あの時の感動が再びよみ

がえってきました。

１月７日午後、石垣空港着のエア・アメリカ機で八重山入りした一行１５名は、８日の小浜島公演を

皮切りに、竹富島（９日）を巡回し、その後石垣島では石垣小学校と伊原間中学校の２カ所で石垣島

の児童生徒・一般を対象にして公演が行なわれました（１０～１３日）。１４・１５日は与那国島での公演も

成功させました。

当初のスケジュールが二転三転したようですが、その強行的なスケジュールには改めて驚くものが

あります（『八重山毎日新聞』１月７日・８日付、『八重山朝日新聞』１月８日付参照）。とりわけ竹

富・小浜公演では、八潮丸をチャーターし、大きな車に大道具・小道具を積み込んでの巡業でした。

まぶしい舞台が今なおまぶたに焼きついています。

劇団を率いるのは、団長であり、主役である小百合葉子さん。劇団たんぽぽの看板女優です。彼女

の魅力に多くの人が惹かれました。１月１２日の記事に「小浜ではお年よりの方が手を合わせて私を教

祖のように拝んだ」（「記者席 小百合さんのすごいファイト」『八重山毎日新聞』）とあるのも、大い

にうなづけることです。

かくいう私も彼女に魅力にとりつかれた一人で、１月９日には彼女を訪ね直接お会いすることがで

きました。その後も、ハガキのやりとりをするような、もったいないほどの交流が続きました。亡く

なられた後も、ご子息の保さん（当時、浜松在住）を頼って、御霊前に手を合わすことができました。

人との出会いがその人の人生を左右するといっても過言ではありません。私にとって彼女との出会

いはかけがえのないものとなりました。スーパーヒロイン・小百合葉子さんは今も私の心のなかに生

きつづけ、私を強く励ましてくれます。

④ 「附録」のアジグヮー

何事も「シーブン」（「添え分」の義、おまけ）が付いてくるとうれしいものです。『新聞集成 Ⅷ』

には、「附録」として「『八重山人名録』にみる竹富町」、「１９６６年の小浜島」（大盛聰）が収録されて

いますが、これが無機質な配列の資料集に何ともいえないアジグヮー（味小）を添えています。

『八重山人名録』は、１９６６年当時発刊されていた『八重山朝日新聞』の第１０００号を記念して発刊さ

れたものです。このうち『新聞集成 Ⅷ』には、「八重山群島概観」（１～１３頁）、「竹富町」（７３～８３頁）

の箇所を、そのままスキャンして収録したことで、紙面から当時の息吹きがそのまま伝わってきます。

『新聞集成 Ⅷ』を活用するにあたり、当時の八重山を見渡すことのできる資料としてたいへん参考

になります。
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「八重山群島概観」は、１「位置と面積」、２「人口」、３「気象」、４「産業と経済」、５「移民」、

６「観光」、７「教育と文化」の７項目がみられますが、その項目のなかに「観光」がとりあげられ

ているのも注目できます。これらから当時の八重山の状況と課題がよく分かります。どれをとっても

現代につながる課題が潜んでおり、これらは当時のことだけでなく、現代においてもさまざまなこと

を検証するに値する資料といえるでしょう。

また、大盛聰さんの力作論文「１９６６年の小浜島」を読むと、小浜島の活気ある当時の光景が目に浮

かんできます。産業振興については、製糖業の動向を概観しながら、小浜製糖社の「三角糖」が本土

市場で好評であったことが、大盛さんの思い出とともに語られています。その他、当時の政治の季節

を背景に、「文化事業」として小浜民俗芸能保存会と小浜婦人会の活動がとりあげられていることに

興味が引かれました。

前者の特筆できる活動のひとつに「小浜島民俗芸能発表会」があります。これは１２月３日から５日

の３日間、八重山興行ホールを借り切っての意欲的な公演であったのが分かります。公演間近になる

と、地元紙でも盛んにとりあげているのを見ると、その注目度がうかがえます。

『新聞集成 Ⅷ』に収録された「収録記事見出し一覧」から、当時の芸能公演に関わる記事を拾っ

てみると、わが竹富島に関連するものとして、「西塘会演劇発表会」（１１月９～１１日、八重山興行ホー

ルにて開催）がありました。

これは石垣在の「西塘会」（郷友会、当時の会長は新井文雄氏）が主催する、共同墓地購入基金造

成のための公演でした。「同会員の根本盛吉氏が脚本、入里勉氏が演出、ふり付けした八重山では初

めての史劇の発表、外に島独得の民謡から取材した演劇、爆笑劇、舞踊などを盛り込んだ意欲的な作

品で大きな期待が寄せられている」（『八重山朝日新聞』１１月３日付）とのふれこみです。実際に総勢

約５０名による３時間を超える公演は大盛況だったようです。

昭和３０～４０年代、このような資金造成を目的とした芸能公演が、たくさんあったことも懐かしく思

いました。

⑤ 『竹富町史』を生かした島づくり

１９６６（昭和４１）年当時はインターネットもなく、新聞が最新の情報源でした。竹富中学生が１泊２

日の日程で石垣島一周の修学旅行へ行ったときも、新聞からその動向をうかがい、生徒たちの無事を

祈りました。

新聞によると、竹富中学校の生徒４３人は１０月２５日、「徳松信忠校長、大浜美好、仲松国夫、宮良純

子、大山スミエ四教諭に引率され石垣市に来島」しました。まず「厚生園に卵のおみやげを持参して

慰問、このあと裁判所、地方庁、観光ホテル、二中の淡水プール、八重山毎日新聞社、警察署、竹富

町役所、宮良殿内を見学」しました。「卵のおみやげ」についても、「各自の小遣銭をよせ集めて卵一

箱を慰問品」としてお年寄りに贈ったと報じられています。そして、「２６日は石垣島を一周し午後５

時進和丸で帰校した」とのことです。

『新聞集成 Ⅷ』をめくっていると、思いもよらぬ真実を知り、なるほどと思ったり感心したり―。

一編の新聞記事からさまざまに呼び覚まされるものがあります。

『八重山朝日新聞』１０月２８日付にはこんな記事もありました。

「石垣市の産業視察に来市した竹富老人クラブ（前野長用会長）会員６０名は２日間にわたって伊原

間、川平、名蔵、竹富農協、農試場、二中プール、種畜場、琉球製缶、沖缶、農高などを視察昨日帰

―8―



島したが出発に先だち前野会長は、新時代の波にのって知識を広めようと石垣島内の産業視察をおこ

なったが全員大きな成果を得たと語っていた」（「大きな成果だった 竹富老ク視察終え帰島」）。

『八重山タイムス』１０月２６日付の〈記者のメモ〉欄では、次のような前野会長の言葉を拾っていま

す。

「老人は健康に留意して、社会のために少しでも役立つよう努力することは、新時代に生きる考え

として、極めて必要であることは、いまさら申し述べるまでもない。そのため知識をひろめなければ

ならないのである」（「新時代に生きる老人」）。

現実を謙虚に受け止め、それを生きる知恵とし、社会に役立てようとする先輩方の姿勢は、令和の

時代を生きる私たちにも求められるものでしょう。当時は毎日の暮らしに精いっぱいでしたが、時を

経て改めて記事を読むうちに、考えることも多々ありました。

私は現在、老人クラブの活動を大いに楽しんでいますが、『新聞集成 Ⅷ』を活用した活動もできる

んじゃないかなーと思った次第です。いみじくも大盛聰さんが「幼いころの記憶がリアルに蘇ってき

た」（「１９６６年の小浜島」）と書かれているように、脳の活性化にもうってつけです。また、学校教育

にも取り入れて、そのお手伝いとして島の先輩方がサポートしていくという仕組みも考えられそうで

す。

老人クラブだけでなく、さらには婦人会や青年会などでも、島づくりの一環として『新聞集成 Ⅷ』

を生かすことができるのではないかと思います。また、多くの方に島々の身近な歴史資料として親し

んでほしいのです。最も楽しめるのは私たちの世代かもしれませんが、読む人の切り口によっていろ

いろな成果が期待できるのも資料集の良いところ。料理のしかたは貴方次第です。

（『八重山日報』２０２１年８月２６日～２９日連載、『竹富町史だより』への転載につき、改めて「１９６６年

をふりかえって」のタイトルを冠した。）
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３３ １９６６年・波照間・時代転換期最中

西前津 松市

『竹富町史 第十一巻 資料編 新聞集成 Ⅷ』（以下、『新聞集成Ⅷ』と略記）が扱う１９６６年（昭

和４１）は日本復帰を６年後に控えた復帰前夜ともいえる時代の転換期にあり、波照間島も例外ではな

かった。筆者の小学６年～中学１年時で、個人的には父親所属のカツオ船・開洋丸の漁に同行し船酔

いに苦しんだ思い出がある。小浜島沖でエサのジャコを受け取ると引き返し、波照間、西表の島影が

すっかり見えなくなるまで南下したものである。「陸のワザ（業）は男のするものではない」と乗組

員の一人が口にしたのが印象的だった。学校では技術家庭科の時間に、当時珍しかった耕運機（個人

所有の新品同様）を操縦ミスで横転させ、借りてきた教師の顔面を蒼白に変えた年でもあった。

① キビ作・製糖一本化へ

「波照間島では畑に一本の草も見られず、下葉のはく葉は徹底され、ネズミが生息しない環境をつ

くっている」（『八重山毎日新聞』、以下「八毎」と略記。昭４１・６・２５）。「最悪な事態になる糖業

来期も１０万トン内外 西表・小浜はさらに減収か」（八毎 昭４１・７・２２）。「野ネズミの被害と台風

の災害が影響した」にも「与那国・波照間は増収」とあり、波照間は前期実績６５７９トンに対し１０１４０

トンと増やしている。

島内にあった三つの零細製糖工場を廃し日本政府の糖業振興法に基づき１９６１年（昭和３６）に波照間

製糖株式会社設立、１９６２年（昭和３７）工場建設、１９６３年（昭和３８）に操業開始した中型製糖工場（百

屯）の稼働が軌道に乗り始めた頃である。「琉球の含蜜糖工場の技術、経営面の指導で来島した名古

屋製糖の領家正幹氏」が「波照間島は十分労働力を充当されていた。地元の人びとも工場は私たちの

工場と思ってスムースに処理されていた」（八毎 昭４１・１・１６）とあるように島民はサトウキビ一

本でいくことを選んだのだ。麦、粟等穀類が畑から姿を消し、田んぼの畦はすっかり崩されサトウキ

ビ畑に組み込まれた。その延長線上に１９７４年（昭和４９）４月１日の「朝日農業」受賞があったのだろう。

「波照間の一周線道路も６８年度に計上」（八毎 昭４１・１１・９）とある。当時集落から海に向かっ

て放射線状に道が何本も延びていたが、互いに独立した趣で交わることはなかった。そこで一周線道

路を通すことでそれらを交差させ、サトウキビ搬出の効率を上げようと企図したのだろう。その後、

大がかりな土地改良で土地の平坦化が進むとサトウキビ耕作地が広がり、放射線道路を結ぶ農道も次

から次へと通され、久しぶりに帰省した島出身者が道に迷うほどになった。集落外の景観は一変し、

いわゆる原風景は失われたのである。

「竹富町もイタチ熱」（『八重山タイムス』、以下「八タ」と略記。昭４１・１２・２７）も見られる。「昨

年は１１３匹導入し、今年は２５０匹の計画を立て」と野ネズミ対策のイタチがモテモテである。外来種駆

除が大きな課題の現在とは隔世の感がある。イタチ導入により後年、ヒバリの鳴き声が聞こえなくなっ

た、ウズラが姿を消した、バズラ（キシノウエトカゲ）やムゴン（ヤシガニ。かつて島民が普通に食

した）が激減したという声を耳にすることになる。イタチはそれらをも食したのだろう。
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② 斜陽化に向かうカツオ漁

「水揚げ一万斤組も出る 全郡的にカツオ大漁続く 波照間島では各工場が徹夜作業」「昨年と打っ

て変わっての豊漁型」「業者最大の泣きどころであったエサ不足も今年は解消され、特に波照間近海

はエサの大群に包まれており」（八タ 昭４１・６・１）とある。この頃波照間ではまだ６艘のカツオ

船が稼働している。でも最盛期の勢いには程遠かったようだ。現在８３歳の男性は中学を出てすぐカツ

オ船に乗り込んだが、その頃は８艘のカツオ船がフル回転の稼働だったと話した。１艘につき乗組員

２０人、鰹節製造人７人だから合わせて２１６人の人手が必要だったとも加えた。夏場漁期には村中にも

畑地にも男の姿は見えなかったという。

「波照間港が第一種港に指定される予定」（『八重山朝日新聞』、以下「八朝」と略記。昭４１・４・

２４）とある。「防波堤や港内を浚渫し、台風時に地元漁船や日本漁船を避難させるだけでなく（中略）

漁船の大型化、冷凍施設の設置、製造施設の一本化」（八毎 昭４１・４・２０）等に向かうそれだ。「黒

島サクラ口の開通を急ぐ」（八夕 昭４１・７・２７）ともある。小浜島沖のエサ置き場行き来の際に最

短距離となる竹富島東方黒島口を干潮時でも通れるよう浚渫しようというものだ。

民族誌『HATERUMA』を著したコルネリウス・アウエハントは１９６５年（昭和４０）波照間島に渡っ

たときの様子を次のように記している。「神々しいまでに古風な「八島丸（３５・６１排水トン）」に乗り、

潮の具合と好天のため四時間弱しかかからなかった。船はこうした好条件から竹富島の南、黒島の北

を通るコースをとり、二つの新城島のそばをかす

めるように進んだ。天候が悪く、潮が引いている

ときは小浜島をまわって西表島の東海岸に沿うさ

らに時間のかかるルートを通ることになる」。黒島

口は海の交通の要衝だったのである。

他にもカツオ漁に追い風が吹くかに思わせる記

事が散見するが、波照間を含め八重山のカツオ漁

は衰退の一途をたどることになる。船の燃料費の

高騰、エサ不足等の壁があったようだが、波照間

の場合は中型製糖工場誕生の影響も大きいだろ

う。先の８３歳の男性によると、所有する農地の少

ないカツオ漁関係者が年間を通じて働ける製糖工

場に職を変えるケースもあったという。夏場の漁

期を除く期間の生活の見通しが立たなかったので

ある。やがてそういう立場でない人も含めてキビ

作・製糖に向かうことになる。「半農半漁の島」で

あったのが、キビ作・製糖が一大基幹産業の島と

化すのである。当時の白保生雄竹富町長は「波照間の漁港が完備した場合（中略）『波照間やジン（金）

の島に近くなるヨ』と熱をこめて話し」たようだが（八毎 昭４１・４・２０）、その予想はすっかり外

れたことになる。

（撮影・提供：内藤 哲、１９６４年）
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③ 島内人口の推移

１９６５年度国勢調査で「竹富町１２３７人減」（八朝 昭４１・２・２）とある。他市町へ転出したのだ。

島民の長年の努力と先見の明により堅実に牛の島を体現した黒島も当時は「気象条件による農業災

害が多く発生し、加えて島の自然的条件が悪いため、農業に対する意欲を失い、転出者がいちじるし

く増えている。１９４７年に総世帯数２４０であったものが１２４世帯に減っている」（八朝 昭４１・８・１１）

とある。勢い黒島港のすぐ近くで生まれ育った５０代前半の女性が、港に行く度に引っ越しする家族の

姿があって寂しかったと話したのを思い出した。「ベビーブーム 下り坂 小校への入学児減る一方」

（八タ 昭４１・２・１）。「（前略）竹富町での新入学児童は（中略）計２５２名（昨年２４９名）となって

おり昨春と変動はないようである。しかし、来春（６７年）入学すべき者をみると（中略）計１６９名で

８３名も減ることになっている。（中略）戦後つづいていたベビーブームは下り坂に向った」ともある。

波照間の場合、１９６６年（昭和４１）の人口は１３３５人で、それ以前とさほど変わらないし、小学校在籍

２８７人、中学校在籍１５１人とこちらも同様だ。

他方「今日成人式 竹富町五部落成人なし」（八タ 昭４１・１・１５）の五部落中に波照間の３文字

も見えるし、波照間製糖工場について「名古屋製糖の領家正幹氏が（中略）労務需給は十分あるよう

だが、老齢化していた」（八毎 昭４１・１・１６）と指摘するように老齢化は進行していたのだろう。

それは出生率の低下を意味するが、児童生徒在籍数が漸次下降線を描いていることからもそれがうか

がえる。ちなみに「波照間郷友会が高校卒の激励会」（八毎 昭４１・３・３）に「波照間から両高校

卒業生は１４名（農高９、八重高５）」とあるが、１４人中当時波照間に戻って定住したものは一人もい

なかった。

④ 学習内容満載の修学旅行

「波照間中は（６月）２日午前八時波照間を出発、沖缶に宿泊。３日気象台、漁連製氷所、裁判所、

地方庁、町役所、電電公社、文館、毎日新聞、映画見学。四日桃林寺、石垣庭園、宮良殿内、球技大

会参加、５日も球技大会に参加。六日は民政府、浄水場、石垣島一周農試場、バラビドーダムを見学。

７日午前８時小浜島、大原を経由して帰る」（八毎 昭４１・５・２８）とある。実に５泊６日の日数で

ある。中身も数多い施設、文化財をめぐった上に映画見学あり、球技大会ありである。そうそう足を

運べない石垣島なので、過密とも思える日程を組んだのだろう。炊飯担当の母親が複数人同行し、お

いしい料理を振舞ったという。宿泊沖缶（パイン工場）とあるが、パインアップルのシーズンが終わ

り台湾人女工が引き上げた寮だったという。

「渡し船とともに生きる花田嘉一さん一家 縁の下の力持ち 孫と二人で浦内川の番」（八毎 昭

４１・１・２３）や「浦内川の架橋は３年計画で」「目下設計図作成中」の記事（八毎 昭４１・９・２８）

も臨場感がある。１９７０（昭和４５年）年の竣工なので筆者の中３年時（１９６８年）の修学旅行の際も日に

焼けた花田さんが長い竿で操る小舟で東岸に渡ったものである。５０人の生徒だったので、花田さんは

「沖縄一幅広い河口」を何往復もしたのだろう。ちなみに旅行団はカツオ船で白浜港に上陸し、「（祖

納から）白浜までの政府道はデコボコあり、ドブあり、急坂あり、車がヤットコさーで通れる崩れあ

り」（八朝 昭４１・１１・１５）の道を祖納までてくてく歩き、西表校で一泊し、翌日は船浦まで歩いて

船浦中学校と野球、バレーボールの交流試合をしたものであった。

当時石垣島の学校にあっては修学旅行先を八重山の島々にすることも珍しくなかった。波照間小中
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学校沿革誌をひもとくと１９６７（昭和４２年）年に大浜中学校、白保中学校、伊原間中学校が相次いで波

照間島を訪れている。中でも大浜中学校と白保中学校は複数年波照間島を選んでいる。かつて明和の

大津波で壊滅的打撃を被った大浜と白保に波照間からそれぞれ３５０人前後疎開を強いられたが、そう

いう歴史的因縁も関係したのだろう。そのことを裏付けるように「白保小 PTAより学芸会用前幕（ド

ンス）１張寄贈受く」（１９６５年１月１９日）、大浜小学校から「台風被害救援の物資を受く」（１９６５年１０

月１６日）、（波照間の日照り続きに際して）「白保中学校より飲料水三合びん千本の寄贈あり」（１９６３年

５月１８日）とある。

今日コロナ禍で万事制約、制限を強いられているが、小中校の修学旅行も例外でない。これまで小

学校は沖縄本島に渡るのが主流であったが、本年度は島内巡りを含む学習で１泊２泊等、中学校も例

年の他府県巡りは１校もなく、市街地の１中学校は石垣島を拠点に離島に渡る等２泊３日の学習活動

を計画している。

⑤ テレビ放送開始２年前

「いよいよＴＶ着工 ２９日から現場説明 郵政省も来島」（八毎 昭４１・８・２０）。「先島テレビ

視聴料は９０セントか」（八毎 昭４１・８・３）。離島や石垣島農村部の電気、水道、電話を扱った記事

も少なくないが、テレビ開局に向けたものも多い。老若男女問わずテレビ放映を待ちわびていた八重

山郡民の姿が目に浮かぶ思いだ。「テレビ現場入札説明 本日からスタジオ皮切りに」（八夕 昭４１・

９・３）からテレビ放映が刻々と近づいていることが知れる。

ここまで書いたところで興味深い文章が目にとまった。玉城功一氏の「１９６４年の本土への招待旅行」

である（『竹富町史 第１１巻 資料編 新聞集成Ⅶ』に収録）。１９６４年（昭和３９）８月に波照間「島の

男子中学生２人、女子中学生３名」が東京オリンピックに向け試運転中であり、鉄道の専門家等特別

な人しか試乗できなかった新幹線の「夢の超特急」に乗車。車内放送で「琉球最南端の波照間中学校

の珍客」と紹介されたとある。その年の３月に波照間に渡った奈良市の帝塚山短期大学の教授と女子

学生８人が「島の美しさを思い出しながら、食料の差し入れや民俗芸能などのもてなしに感激し、そ

のお礼に旅費一切を負担し、島の中学生と引率教師を招待」したという。

石垣島に戻り、電気店の店員から「あなた方が夢の超特急に試乗する様子がテレビに映っていたよ

と言われ、驚き喜んだ」と結んでいる。テレビ放映はまだ先だが、電気店はテレビ販売促進のため録

画した映像を終日流していたのだ。波照

間の中学生が試運転の「夢の超特急」に

試乗し、「世界最速」に身をゆだねる夢

のような出来事は、八重山ではごく一部

の人の目にしか映らなかったのだ。筆者

も目にしておれば記憶されていたかもし

れないと思った次第である。

筆者もたまに石垣島に出た折には電化

製品店に入り浸り、東京オリンピックの

競技を観て手に汗握り、ビートルズの

《girl》を熱唱するグループサウンズの

ザ・タイガースの姿に「シビレタ」もので
（撮影・提供：石垣佳彦）
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ある。

電化製品を扱う店はテレビの販売促進・宣伝のために何度か波照間に出向いたように記憶してい

る。夕刻路上に停めた車の荷台に据えた大型テレビから流れる映像を観ようと、車後方に様々な世代

が群がった。

以上、『新聞集成 Ⅷ』中のごく一部記事について触れたが、全記事を読み進めていると、つくづく

とその時代に波照間の地で思春期を過ごせたことが幸運に思われた。娯楽性が乏しく不便・不自由な

生活を経たことも今ではむしろ良かったと思う。大げさに言えば生きる糧のようなものに化してない

とも限らない。

遠くにＮＨＫの朝の連続テレビ小説「旅路」のテーマソングが聞こえる思いだ。人形劇「ひょっこ

りひょうたん島」もなつかしい。１９６６年（昭和４１）の翌々年にそれらは控えていた。部活動の後に理

科室でそれらの再放送を汗臭い身体を寄せ合って視聴したものであった。
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４４ 八重山商工高校誕生前年

－『竹富町史 第十一巻 新聞集成 Ⅷ』を読む－

緊急の「高校増設」

今年３月発行竹富町史新聞集成Ⅷは１９６６年中の竹富町関連地元紙記事を網羅したものだが、日本復

帰前夜という時代転換期さ中ということもあり、そのことがうかがえる記事が満載だが、みだしに「高

校増設」の４文字を配した記事もいくつもある。

当時八重山に高校は八重山農林高校と八重山高校の２校。八重山高校には普通科の他に商業科、定

時制課程、家政科があったが、さすがに工業系の学科はなかった。それで工業系高校を志望する生徒

は沖縄本島の沖縄工業高校などに進むことになるが、それは経済的負担等、ハードルの高い選択であっ

た。よって本来は工業系志望であっても地元の高校への入学を余儀なくされた生徒は少なからずいた

と思われる。

八重山ぐるみの運動

そこで「高校増設」に向け八重山政府立高校増設期成会（桃原用永会長）は、不退転の決意で取り

組む。

那覇在郷友会から「高校増設について強力な陳情を要するので至急上覇してもらいたい」の入電は

臨場感がある。「桃原会長が上覇」「公務で上覇中の浦本市助役・瀬戸竹富町助役とともに主席、文教

局長、企画局長、立法院全議員に強く陳情」とある。「四度目の増設陳情」だが、何ともエネルギッ

シュな行動力である。前後して期成会は手堅く「石垣、竹富、与那国三市町議会にも要請、立法院議

員３１名に対して、増設実現要請の陳情電報打電してもらうよう手配し」ている。

中教委の八重山出身の大浜信光委員からも上覇するよう要請電報が入る。

「高校増設は強力に陳情を要する」との情報提供だ。そこで期成会は「緊急上覇」し多くの政府要

人に陳情する。「毎回の陳情には地元選出の星、大浜立法院議員も同行」し、八重山とゆかりの深い

西銘那覇市長や高良鉄夫琉大教授などの協力も取り付けている。「高校増設」が中央委で決まった翌

日、桃原会長は「これも五万郡民の誠意が天に通じたおかげ」と語っているが、まさに八重山ぐるみ、

郷友会等組織・人材総ぐるみの運動の結果であったのだろう。桃原会長の「足が棒になるまで歩いた」

「寝食を忘れてやったかいがあった」「夢のような気持ちだ」「よろこびを包みかくしておくことはむ

つかしいもんだ」の言葉に苦労の数々と運動が実を結んだ喜びがにじんでいる。

生徒がグラウンド整備

「科目については沖縄工業あたりに行っている八重山出身を調べてみると機械と電気が多いのでど

れにするかこれから検討されるだろう」とあるのが印象深い。悠長の感があるが、まずは高校増設の

一念だったのだろう。特に桃原会長は石垣中学校の校長でもあったので、翌年３月に卒業する生徒た

ちに八重山の地での選択肢を増やしたかったのではなかろうか。
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翌年４月開校の八重山商工高校は「A棟と C棟のみが建っており、塀もなく、カヤとバンジロー

の木におおわれた」グラウンドは体育の時間に生徒が整地作業に当たったとの有名なエピソードがあ

るが、かといって「高校増設」運動の盛り上がりがなければ八重山商工高校の創立は遅れることになっ

ただろう。

（『八重山毎日新聞』「社説」欄２０２１年９月２５日付）

琉球政府立八重山商工高等学校開校の頃（１９６７年４月頃）。
１６４人の入学生を迎えてスタート。

（『八重山写真貼 下巻』〈石垣市、２００１年〉より転載）
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西西表表島島のの歌歌謡謡便便覧覧
本稿は、西表島の歌謡の検索の便を図ることと、校異（諸本で用いられる語句、文字について異同

の比較）に資することを目的とする。『竹富町史 第八巻 西表島』の編集にあたり、西表島の歌謡

に関する文献資料を収集したが、ここでは次に挙げる基本的な八つのテキストを解題し、これらにお

ける西表西表島の歌謡に島の歌謡（曲名）の収録頁、その他の基礎的な掲載情報を整理して作表する

ことにする。

原則として、目次と本文のタイトルに異同がある場合、「備考」欄に異同を示し、「曲名」欄には記

述が分かりやすいもの（ルビが振ってあったり、情報量の多い方）を採用して記すことにする。なお

歌番号、地域名が示されているものは欄を設け、テキストにしたがって記した。

１ 喜舎場永珣『八重山民謡誌』（沖縄タイムス社、１９６７年）

２ 喜舎場永珣『八重山古謡』〈下巻〉（沖縄タイムス社、１９７０年）

３ 『竹富町誌』（竹富町、１９７４年）

４ 外間守善・宮良安彦編『南島歌謡大成 Ⅳ 八重山篇』（角川書店、１９７９年）

５ 『日本民謡大観（沖縄奄美）』〈八重山諸島篇〉（日本放送出版協会、１９８９年）

６ 石垣金星『西表民謡誌と工工四』（西表をほりおこす会、２００６年）

７ 『西表島の民謡』（特定非営利活動法人 西表島エコツーリズム協会、２０１３年）

８ 『竹富町古謡集』〈第１集～第５集〉（竹富町教育委員会、１９８１年～２００５年）

１ 喜舎場永珣『八重山民謡誌』（沖縄タイムス社、１９６７年）

『八重山民謡誌』は１９２４年（大正１３）に出版された『八重山島民謡誌』の改訂増補版で、八重山歌

謡研究の基本となる文献である。序論部と本文部から成る構成で、解説、注記ともに充実している。

なお、序論部には「八重山民謡の史的考察」が収められている。

凡例には「本書は故大浜用能翁並に喜舎場永整氏の八重山歌集を参考として研究した」とあるよう

に、節歌の注釈が中心で、１０４曲が収録されている。このうち西表島の歌謡は２０曲収録。

歌詞の表記については、宮良當壮氏の方言研究の成果を反映し、漢字、ひらがな、カタカナを混ぜ

つつ独自の表記法をつくりあげている。歌詞には対訳が付されている。

著者・喜舎場永珣氏（１８８５－１９７２）は「八重山学の父」と称され、生涯にわたって八重山の歴史、

民俗、歌謡などを研究した。喜舎場氏は１９０５年（明治３８）から１９３２年（昭和７）の教師生活のうち、

１９１４年（大正３）には西表小学校に第６代校長として１年間赴任している。その間の体験したことや

調査状況などが、西表島の歌謡に関する解説のなかにもうかがうことができる。

ところで、同氏によって収集された公文書類、また各地で行った調査ノートなどが、２０１２年（平成

２４）に遺族から石垣市立八重山博物館に「喜舎場家文書」（２９３８点）として寄贈された。その後、「喜

舎場永珣調査会」により目録が作成され、それが『喜舎場永珣資料調査報告書』（石垣市教育委員会、

２０１８年）に収録されている。これらの資料は喜舎場の著作にどれぐらい反映されているのだろうか。

ここでは参考として、主に「目録１ 文書史料」、「目録３ 調査ノート」から、西表島に関連すると

思われるものを拾うことにした。

「目録１ 文書史料」には、№６７「八重山島由来記・慶来慶田城由来之事・八重山島大阿母役目官

位由来こいにや・悪鬼納嘉那志へ貢納船造立候時あやご・八重山島記帳」、№７０「八重山島由来記・
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慶来慶田城由来記・八重山島年来記」、№８９「〔錦芳氏系図家譜小宗〕」、№１１１「西表村詰員衆所望米

及諸物品代金受拂帳 明治廿三年」、№１２６「諸綴〔廃藩置県前ノ教育（西表校）〕」などがある。

「目録３ 調査ノート」には、№２２「西表研究 大正１１年１月」、№４８「みゆすくぬ島 古見 昭

和六年八月」、№６５「けらい慶田城由来記 一１９３３．５．３０再記」、№６８「西表島開拓ノ方策（抜萃）

１９３４（昭和９年）１２月調査」、№７３「島の薫り 昭和１１年若夏」、№１１７「八重山ゆんぐとぅ集 １９６０．

１ 昭和３５年」、№１２７「くんまー民俗 Ⅱ １９６２．３月」、№１３７「八重山史と民俗（５）号 １９６６．１月」、

№１５３「西表祖納古謠 １９６８．１０」、№１６６「あんとり さけーま かぬか 土俗」、№１８２「西表租納

民謠、神謠、童謠、民俗、寿詞、俚諺、年中行事」、№１９１「八重山民謠集」などがある。

〈表１〉『八重山民謡誌』にみる西表島の歌謡

２ 『八重山古謡』〈下巻〉（沖縄タイムス社、１９７０年）

喜舎場永珣氏による長年の調査により収集された諸ジャンルの古謡が２３０余編収録されている。歌

詞の表記は漢字、カタカナ混じりである。各歌謡には訳文が付され、語注・語釈に加え、その背景と

なる八重山の歴史、社会、民俗など、豊富な知識を提供してくれる。ちなみに、１９７１年度日本民俗学

会「柳田国男賞」が授与されている。

本書は「『八重山民謡誌』の姉妹編」であり、〈上巻〉と〈下巻〉で成り立つが、〈上巻〉には石垣

曲 名 地 域 頁 備 考

古見の浦節 古見 ２９２
アギ

揚古見の浦節 古見 ２９９ 目次は「揚古見の浦節」。

ハシユ

橋世バ節 古見 ３００ 目次は「橋世バ節」。

ヤクジャーマ節 古見 ３０４

ザンザブロウ節 高那 ３１０ 一名《高那節》。
ウイバル シマ

上原ヌ島節 上原 ３１６ 目次は「上原ヌ島節」。

デンサ節 上原 ３１９

祖納岳節 祖納 ３３７

ナカラダー

仲良田節 祖納 ３４１ 目次は「仲良田節」。

殿様節 祖納 ３４４
ソンバレー

下 原 節 祖納 ３５２ 目次は「下原節」。

マルマブンサン節 祖納 ３５９

マンカ節 祖納 ３６２

ニサイ

二才トウラ節 － ３６６ 地域名は記されていない。目次は「二才トウラ節」。

ゾシィケマ節 祖納 ３６８

石ヌ屏風節 船浮 ３７８
ウハラクイチィ

大原越地節 西表 ３８０ 《チィラシ》も収録。目次は「大原越地節」。

ミナト

湊 節 崎山 ３８４ 目次は「湊節」。

崎山節 崎山 ３８７
タキ

ウリチィ岳節 網取 ３９５
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アブダーマユングドゥ

島の古謡、〈下巻〉には離島の古謡が収録されている。

そのうち、西表島の古謡は〈下巻〉に３８曲が収録されている。このなかには「狂言」も含まれている。

〈表２〉『八重山古謡』〈下巻〉にみる西表島の歌謡

曲 名 地 域 頁 備 考
フナク

船漕ギユンタ 古見 ４３７ 目次は「船漕ギユンタ」。

赤マタユンタ 古見 ４４７
ヤー

�家タカビ 祖納 ４５０ ヤータカビの歌謡。目次は��を一括して「家タカビ」としている。

�家タカビ 祖納 ４５３ ヤータカビの歌謡。

�アーパーレー 祖納 ４５８ ヤータカビの歌謡。

�マチィンガニジラバ 祖納 ４６２ 「（前述したので割愛）」とある。ヤータカビの歌謡。
イニ タ ニ

稲ガ種子アヨウ 祖納 ４６２ 目次は「稲ガ種子アヨウ」。
マイミキィ

米神酒ヌアヨウ 祖納 ４６７ 目次は「米神酒ヌアヨウ」。
マイミキ

米神酒シヤーヌアヨウ 祖納 ４７１ 目次は「米神酒シャーヌアヨウ」。

米ノラバヌユングドゥ 祖納 ４７５
カアー

井戸ヌパタヌ小蛙誦言 祖納 ４７８ 目次は「井戸ヌパタヌ小蛙誦言」。

バガ島ユングドゥ 祖納 ４８１
ムル ウヤカタユングドゥ

岡ヌ親 方誦言 祖納 ４８６ 目次は「岡ヌ親方誦言」。
ユングドゥ

大野ガヤ誦言 祖納 ４８６ 目次は「大野ガヤ誦言」。
タ ウ

田植ビジラー 祖納 ４９４ 目次は「田植ビジラー」。

パナリミジュユングドゥ 祖納 ４９８

種子取口説 祖納 ５０５

山ジラー 祖納 ５０７

�船アンガマ踊り 祖納 ５１７ 「節祭に関する記録と古謠」。

�ピョーシ（拍子） 祖納 ５１８ 「船子ノ櫂躍リ」とある。「節祭に関する記録と古謠」。

�船乗祈願歌 祖納 ５２０ 「節祭に関する記録と古謠」。

	弥勒節〈其の一〉 祖納 ５２１ 「婦女子が謠う」、「集合所から船元に到る間に謠う」

とある。「節祭に関する記録と古謠」。

弥勒節〈其の二〉 祖納 ５２３ 「船元から戻る時謠う」とある。「節祭に関する記録と古謠」。

弥勒節〈其の三〉 祖納 ５２４ 「長下屋から戻る歌」とある。「節祭に関する記録と古謠」。


与那覇節 祖納 ５２４ 「節祭に関するる記録と古謠」。「麾踊り」とある。

�ヤラヨウ節 祖納 ５２５ 「節祭に関する記録と古謠」。
ウヒラカー

�太平井ヌ歌 祖納 ５２５ 「節祭に関する記録と古謠」。目次は「太平井ヌ歌」。
テサジ


五尺手巾 祖納 ５２７ 「アンガマ踊り」とある。「節祭に関する記録と古謠」。

�ルーポー 祖納 ５２９ 「狂言」とある。「節祭に関する記録と古謠」。

�リッポー 祖納 ５３２ 「狂言、牛狂言ともいう」とある。「節祭に関する記録と古謠」。

�吉報 祖納 ５３３ 「狂言」とある。「節祭に関する記録と古謠」。

�節祭りの時の御前風 祖納 ５３５ 「節祭に関する記録と古謠」。

�ヤーラヨイ 祖納 ５３６ 「豊年祭の時座敷で氏子全員で謠う」。「節祭に関する

記録と古謠」とある。豊年祭の歌謡。目次に曲名なし。
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３ 『竹富町誌』（竹富町、１９７４年）
総合的な観点に基づいて編まれた竹富町初の「町誌」。内容は、第１章「総論」に始まり、「行政」

「議決機関」「財政」「産業経済」「竹富町農業共同組合」「土木・建設」「運輸・通信」「教育・文化」

「保険衛生」「福祉」「治安」「風俗習慣」「社寺・宗教」「名所旧跡」「口碑・伝説」「歌謡」「人物伝」

「旧家と遺物」「碑石文」「各島の略誌」「大東亜戦争と町民」の２２章に分けられる。巻末には「竹富

町年表」と「付録」が収められている。

歌謡は、第１７章「歌謡」には９４曲が収録され、各歌に伝承地域が示されている。第１節「民謡」に

は竹富町の島々に由来する節歌を中心に５０曲、第２節「古謡」には、アヨー、ユンタ、ジラバ、ユン

グトゥなどの諸ジャンルの古謡が４５曲、第３節「童謡」には２１曲の童謡が収録されている。第１節で

は各歌謡に「大意」が記され、歌詞は漢字、カタカナ混じりの表記である。

収録された計１１６曲のうち、西表島の歌謡は４２曲（民謡２１曲、古謡１７曲、童謡４曲）を拾うことが

できる。

〈表３〉『竹富町誌』にみる西表島の歌謡

アーパーレ 祖納 ５４０ 「豊年祭の時に謠う」とある。豊年祭の歌謡。
マイ トゥ

前ヌ渡ジラバ 網取 ５４３ 目次は「前ヌ渡ジラバ」。
アントゥリィ

網 取ユングドゥ 網取 ５４３ 目次は「網取ユングドゥ」。

崎山ユンタ 崎山 ５５０

今日ガ日ジラバ 崎山 ５５８

ジャンル 曲 名 地域 頁数 備 考

民謡 古見の浦節 古見 ２７３

民謡 揚古見の浦節 古見 ２７４

民謡 橋世バ節 古見 ２７４

民謡 ヤクジャーマ節 古見 ２７５

民謡 西表口説 西表 ２７７

民謡 租納岳節 西表 ２７８

民謡 仲良田節 西表 ２７８

民謡 下原節 西表 ２７９ 一名「ソンバレー節」。

民謡 マルマブンサン節 西表 ２８０

民謡 マンカ節 西表 ２８１

民謡 二才トウラ節 西表 ２８２

民謡 ゾシケマ節 西表 ２８２

民謡 殿様節 船浮 ２８３

民謡 石ヌ屏風節 船浮 ２８５

民謡 ウリチ岳節 網取 ２８６

民謡 崎山節 崎山 ２８６

民謡 湊節 崎山 ２８７

民謡 大原越地節 鹿川 ２８８

民謡 上原ヌ島節 上原 ２８８
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４ 『南島歌謡大成 Ⅳ 八重山篇』（角川書店、１９７９年）

『南島歌謡大成』全５巻は、奄美諸島から八重山諸島にいたる、南島におけるすべての歌謡を網羅

し、ジャンル別に集大成している。これらは南島歌謡研究のための基礎的文献となり、本書はその「八

重山篇」で八重山歌謡１０５１篇が収録されている。歌詞はひらがな、囃子詞はカタカナ表記とし、下段

には逐語訳が施されている。その他、「八重山の歌謡」（外間守善）、「八重山歌謡研究史概観」（宮良

安彦）、「出典文献解題」などの解説・論考が、本書活用の良き手引きとなっている。

西表島歌謡のジャンル別の収録曲数は、「ニガイフチィ」３編、「ヤータカビ」１曲、「ユングトゥ」７曲、

「アヨー」６曲、「ジラバ」６曲、「ユンタ」１２曲、「節歌」１曲、「口説歌謡」２曲、「雨乞いの歌③アマグイ」１

曲、「豊年祭の歌」３曲、「節祭の歌」７曲である。それぞれの歌謡には地域名が付されている。

これらの歌謡の検索の便を図るため、「歌番号」、「曲名」、「地域」、「頁数」、「備考」の欄を設けた

表を作成した。

民謡 デンサ節 上原 ２８９

古謡 船漕ギユンタ 古見 ３００

古謡 赤マタユンタ 古見 ３００

古謡
ヤ

家タカビ歌� 西表 ３０２

古謡 家タカビ歌� 西表 ３０３

古謡 アーパレー 西表 ３０３

古謡 マチンガニヂラマ 西表 ３０４

古謡
イニ タ ニ

稲ガ種子アヨウ 西表 ３０４

古謡
マイミキ

米神酒ヌアヨウ 西表 ３０５

古謡 米神酒シヤーヌアヨウ 西表 ３０５

古謡
マイ

米ノラバユングト 西表 ３０５

古謡
カ ア パタサ アブターマ

井戸ヌ端ヌ小蛙ユングト 西表 ３０６

古謡 バガ島ユングト 西表 ３０７

古謡
ムル

岡ヌ親方ユングト 西表 ３０７

古謡
ウフヌ

大野ガヤユングト 西表 ３０８

古謡 パナリミジユユングト 西表 ３０８

古謡
タウビ

田植ジラー 西表 ３０９

古謡 山ジラー 西表 ３０９

童謡 チキンチコーマ（お月さま） 西表 ３１４

童謡 ナーフナヨ（泣くなよ） 西表 ３１４

童謡 ホイヤヨラシヨッカ 西表 ３１４ 「あやす」とき。

童謡 ヨウヒオリヨ 西表 ３１５ 「おねんね」のとき。
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〈表４〉『南島歌謡大成 Ⅳ 八重山篇』にみる西表島の歌謡

歌 番 号 曲 名 地 域 頁数 備考（出典など）

ニガイフチィ 64 くしもり御嶽の神司の崇び 西表島祖納村 ５８ 『八重山古謠』〈下〉

ニガイフチィ６５ 家浄めの祝詞 西表島祖納村 ５８ 「八重山地方の獅子舞と獅子祭の

祝詞について」『まつり』〈１７号〉

ニガイフチィ６６ 節祭の時の願い口 西表島祖納村 ５８ 宮良安彦採録

ヤータカビ４ あーぱーれー 西表島祖納村 １１０ 『八重山古謡』〈下〉

ユングトゥ３４ 米のらばぬゆんぐどぅ 西表島祖納村 １３６ 『八重山古謡』〈下〉

ユングトゥ３５ 井戸ぬぱたぬ小蛙誦言 西表島祖納村 １３６ 『八重山古謡』〈下〉

ユングトゥ３６ ばが島ゆんぐどぅ 西表島祖納村 １３７ 『八重山古謡』〈下〉

ユングトゥ３７ 岡ぬ親方誦言 西表島祖納村 １３７ 『八重山古謡』〈下〉

ユングトゥ３８ 大野がや誦言 西表島祖納村 １３７ 『八重山古謡』〈下〉

ユングトゥ３９ ぱなりみじゅゆんぐどぅ 西表島祖納村 １３８ 『八重山古謡』〈下〉

ユングトゥ４０ 網取ゆんぐどぅ 西表島祖納村 １３９ 『八重山古謡』〈下〉

アヨー２６ 角皿のあよう 西表島祖納村 １６６ 『南島覚書』

アヨー２７ 真乙姥のあよう 西表島祖納村 １６６ 『南島覚書』

アヨー２８ 中皿のあよう 西表島祖納村 １６６ 『南島覚書』

アヨー２９ 稲が種子あよう 西表島祖納村 １６７ 『八重山古謡』〈下〉

アヨー３０ 米神酒ぬあよう 西表島祖納村 １６７ 『八重山古謡』〈下〉

アヨー３１ 米神酒しやーぬあよう 西表島祖納村 １６８ 『八重山古謡』〈下〉

ジラバ６４ 家たかびのじらば〈その一〉 西表島祖納村 ２３９ 『沖縄音楽総攬』

ジラバ６５ 家たかびのじらば〈その二〉 西表島祖納村 ２３９ 『沖縄音楽総攬』

ジラバ６６ 田植びじらー 西表島祖納村 ２４０ 『八重山古謡』〈下〉

ジラバ６７ 山じらー 西表島祖納村 ２４１ 『八重山古謡』〈下〉

ジラバ６８ 前ぬ渡じらば 西表島網取村 ２４１ 『八重山古謡』〈下〉

ジラバ６９ 今日が日じらば 西表島崎山村 ２４２ 『八重山古謡』〈下〉

ユンタ１４１ 崎山ゆんた 西表島崎山村 ３９５ 『八重山古謡』〈下〉

ユンタ１４２
豊年祭祈願の神歌

� 船を漕ぎつゝ謡う歌

� 赤またー白またーの各戸を

訪れる時の神歌

西表島古見村 ３９７ 『南島』〈第１輯〉

ユンタ１４３ とぅにむとう家でのあかまたー歌 西表島古見村 ３９７ 『八重山古謡』〈下〉

ユンタ１４４ あかまたゆんた 西表島古見村 ３９７ 「八重山諸島におけるいわゆる秘

密結社について」『沖縄学の課題』

ユンタ１４５ 古見邑ゆんた 西表島古見村 ３９７ 「八重山諸島におけるいわゆる秘

密結社について」『沖縄学の課題』

ユンタ１４６
船漕ゆんた

� 本御嶽に対する歌

� 子御嶽に対する歌

� あか（しろ）じゃーま

に対する歌

西表島古見村 ３９８ 「八重山諸島におけるいわゆる秘

密結社について」『沖縄学の課題』
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５ 『日本民謡大観（沖縄奄美）』〈八重山諸島篇〉（日本放送出版協会、１９８９年）

『日本民謡大観（沖縄奄美）』は、日本放送協会(NHK)が全国各地の民謡を９年にわたり編集した

『日本民謡大観』全９巻の続編全４巻で、本書はそのうちの「八重山諸島篇」である。

本書は、収録された３８７曲の八重山歌謡が社会生活のなかでどのような場面でうたわれているかを

基準として分類されており、ほとんどの歌謡に楽譜が付されている。楽譜については、実際の演唱を

もとに作譜されているが、その記録日時や演唱者名が記されており貴重な情報となっている。ちなみ

に、西表島の歌謡はすべて１９７０年代の記録にもとづいている。また、歌詞と旋律からなる歌謡を文学

的側面と音楽的側面から記録したところに本書の特色がある。

歌謡の分類は大きく「Ⅰ 子どもとの関わり」、「Ⅱ 儀礼・行事・祝い」、「Ⅲ 仕事・作業」、「Ⅳ

座興・遊び」と四つの大項目に分けて編集されている。本書に収録された西表島の歌謡４９曲を四つ

の分類にあてはめて表したのが次の表である。祭祀における奉納舞踊の伴奏音楽である節歌は「Ⅳ

座興・遊び」に分類されている。

ユンタ１４７ 爬竜船競技がおこなわれ、それ

が終わったあと舟たちは御嶽へ

行く。その時の歌

西表島古見村 ３９９
「八重山諸島におけるいわゆる秘

密結社について」『沖縄学の課題』

ユンタ１４８ 通のゆんた 西表島古見村 ３９９ 「八重山諸島におけるいわゆる秘

密結社について」『沖縄学の課題』

ユンタ１４９ 出入のゆんた 西表島古見村 ４００ 「八重山諸島におけるいわゆる秘

密結社について」『沖縄学の課題』

ユンタ１５０ うむとぅ離りぬゆんた 西表島古見村 ４００ 「八重山諸島におけるいわゆる秘

密結社について」『沖縄学の課題』

ユンタ１５１ ままりぬゆんた 西表島古見村 ４０１ 「八重山諸島におけるいわゆる秘

密結社について」『沖縄学の課題』

ユンタ１５２ 掛け合いのゆんた 西表島古見村 ４０１ 「八重山諸島におけるいわゆる秘

密結社について」『沖縄学の課題』

節歌１５ うりちぃ岳節 西表島網取村 ５０９ 『八重山民謡誌』

口説歌謡５ 種子取口説 西表島祖納村 ５４６ 『八重山古謡』〈下〉

口説歌謡６ 西表口説 西表島祖納村 ５４７ 『竹富町誌』

雨乞いの歌③アマグイ８ 雨乞い歌 西表島古見村 ５８２ 『八重山小話』

豊年祭の歌９ あーぱーれ 西表島祖納村 ５９８ 『八重山古謡』〈下〉

豊年祭の歌１０ あぱれ 西表島祖納村 ５９８ 『南島覚書』

豊年祭の歌１１ 座たかべ（座かざり） 西表島祖納村 ５９８ 『南島覚書』

節祭の歌１ 〔西表節祭舟漕ぎの時の〕神歌 西表島 ６０９ 『南島』〈第１輯〉

節祭の歌２ ぴようし 西表島 ６０９ 『南島』〈第１輯〉

節祭の歌３ 舟乗りの歌 西表島 ６０９ 『南島』〈第１輯〉

節祭の歌４ 御前風 西表島 ６０９ 『南島』〈第１輯〉

節祭の歌５ ぐさく手 西表島 ６１０ 『南島』〈第１輯〉

節祭の歌６ 〔あんがま踊の歌・第三歌謡〕 西表島 ６１０ 『南島』〈第１輯〉

節祭の歌７ 出船の歌 西表島 ６１０ 『南島』〈第１輯〉
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曲名は、漢字かなまじり表記、読み方、ローマ字表記の３通りが示されている。例えば、８２《蓋笊っ

子》には「ふたんでぃるま」、「futadiruma」、２０４《判付け祝いの歌》には「ぱんちきゆわいのうた」

「panchikiyuwaino-uta」、２８５《南さくだのユンタ》には「ぱいさくだぬゆんた」、「paisakuda-yunta」

が曲名に付されている。ここでは漢字かなまじり表記のみを示すことにする。そのとき、方言が語源

的に対応するものについて、漢字をあてていることを断っている。

歌詞はひらがなで記し、そのなかの囃子詞、掛け声、産み字などはカタカナ書きである。歌詞には

逐語訳が付されている。

〈表５〉『日本民謡大観（沖縄奄美）』〈八重山諸島篇〉にみる西表島の歌謡

大項目（場面） ジャンル 番号・《歌謡名》・（頁数） 地域（演唱者）

Ⅰ 子どもとの
かかわり

わらべうた 子どもの遊び歌

子守歌 子守歌、遊ばせ歌 ３１《東から》（６１） 古見（新本オナリ）

共

同

体

行

事

歌

神事に関わ

る歌

雨乞い歌 ４８《雨乞いユンタ》（８１） 古見（新本オナリ）

ミシャグバーシィ

行事歌

８０《我がうん田の米》（１２１）

８１《かざふきゃ》（１２２）

８２《蓋笊っ子》（１２２）

８３《家戸の桟の》（１２３）

８４《一人ある女の子》（１２４）

８５《岡の親方ユングトゥ》（１２５）

８６《大野茅ユングトゥ》（１２６）

８７《川原の端の小蛙ユングトゥ》（１２８）

８８《米稔らばのユングトゥ》（１２９）

８９《米稔らばのユングトゥ》（１３０）

９０《魚のユングトゥ》（１３１）

９１《牛のユングトゥ》（１３２）

古見（大底朝要）

古見（大底朝要）

古見（次呂久弘起）

古見（新本トミ）

古見（新本トミ）

祖納（那根武）

祖納（那根武）

祖納（那根武）

祖納（那根武）

船浮（戸真伊亀吉）

船浮（戸真伊亀吉）

船浮（戸真伊亀吉）

ユングトゥ

１２５《稲が種子アヨー》（１７６）

１２６《米神酒しゃーのアヨー》（１７８）

１２７《米神酒のアヨー》（１７９）

１２８《米神酒アヨー》（１８０）

１２９《みだしアヨー》（１８２）

星立（慶田盛寛松）

祖納（那根武）

祖納（那根弘）

船浮（井上文吉）

船浮（井上文吉）

アヨー

ジラバ・ユンタ

豊年祭の歌 １６２《アーパーレー》（２２２）

１６３《ヤーラーヨーイ》（２２３）

祖納（玉代勢スミ）

祖納（玉代勢スミ）

１７２《星立のトゥバラーマ》（２３２）

１７３《今日の誇らしゃ》（２３３）

１７４《与那覇節》（２３４）

１７５《くみぬ烏》（２３５）

１７６《五尺手》（２３７）

星立（浦内サダ）

祖納（那根フジ、那根文）

祖納（那根フジ、那根文）

船浮（井上文吉）

船浮（井上文吉）

節祭の歌
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６ 石垣金星『西表民謡誌と工工四』（西表をほりおこす会、２００６年）１６４頁。

『西表民謡誌と工工四』は、「はじめに」「西表の歴史と文化」「歌詞と工工四」の三本柱から成っ

ている。西表島西部を中心に全２６曲収録（そのうち狂言も含む）されているが、各歌謡は基本的に歌

詞、工工四、解説で構成されている。これらの記述には伝承者や、島で暮らす者にしか知りえない具

体的な情報が記されており貴重である。

とりわけ、歌詞や諸情報の記録のみならず、工工四（楽譜）が付されている点から、実用的な側面

においても注目できる。《祖霊念仏》の工工四譜内には「×」を入れて太鼓とソンク（鉦）を表わす

１７７《船ハイ》（２３８） 船浮（井上文吉）

種子取祭の歌 １９６《あんがりちゃ》（２６４） 古見（新本定男）

その他の行事歌 ２０４《判着け祝いの唄》（２７４） 祖納（那根武）

家行事歌 念仏 ２０７《無蔵念仏》（２８５） 星立（冝間正二郎、石垣金

星、新城寛好）

嫁入り歌

家タカビ ２１５《家造りのユンタ》（３０３）

２１６《家崇び》（３０４）

古見（次呂久弘起、大底朝要）

星立（慶田盛宙士、慶田盛寛松）

２８４《石垣船》（４２１）

２８５《南さくだのユンタ》（４２３）

２８６《南さくーだのジラバ》（４２４）

２８７《田植えージラー①》（４２５）

２８８《田植えージラー②》（４２７）

２８９《一人子のジラー》（４２８）

古見（仲本芳雄）

古見（新本オナリ）

古見（新本オナリ）

祖納（那根武、那根弘）

祖納（那根武、那根弘）

祖納（新盛行雄）

Ⅲ 仕事・作業 作業歌 ジラバ・ユンタ

３３８《橋ゆば節》（５４４）

３３９《揚古見の浦節》（５４６）

３４０《やぐじゃーま節》（５４９）

３４１《デンサー節》（５５０）

３４２《石の屏風節》（５５２）

３４３《祖納嵩節》（５５５）

３４４《下原節》（５５７）

３４５《仲良田節》（５６０）

３４６《真山節（まんか節）》（５６３）

３４７《まるま盆山節》（５６５）

３４８《殿様節》（５６６）

古見（大底朝要）

古見（大底朝要）

古見（大底朝要）

上原（友利実）

祖納（新盛行雄）

祖納（山城孫勇、宮良全勇）

祖納（新盛行雄）

祖納（那根武）

祖納（新盛行雄）

祖納（新盛行雄）

船浮（戸真伊亀吉）

Ⅳ 座興・遊び 座興歌·遊び歌 節歌

トゥバラーマ

スンカニ

口説

古典歌謡

新民謡・流行歌
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工夫がみられる。

歌謡は地域ごとに編集されており、「祖納の民謡」には１２曲と狂言「品取り狂言」１曲、「干立の民

謡」には４曲と狂言「うじら狂言」１曲、「浦内の民謡」には１曲、「上原の民謡」には１曲、「舟浮

の民謡」には１曲、「網取の民謡」には２曲、「崎山の民謡」３曲が収録されている。

これらは「１９７０年以来、西表民謡愛好会と愛好会顧問であった新盛行雄さん（故・当時７０歳）の唄

をテープに録音しそれを書き起こしたものです。／網取、崎山の歌については『我が島アントゥリ』

山田武男述／安渓游地・安渓貴子編、『崎山節の故郷』川平永美述／安渓游地・安渓貴子編を引用し

たものです」と出所を明示している。特に網取・崎山の歌謡については、「同じ西表島にありながら、

網取と崎山は海により隔てられて舟で行かねばならないなど、西表島の多くの村々の中で陸の孤島と

して厳しい環境にあります。そのような自然環境の違い等により文化の伝承にどういう違いがあるか

ないかなど比較してみることも大いに意味のある事から掲載しました」（「はじめに」）とも述べている。

著者・石垣金星氏（１９４６年生）は沖縄本島で教職に就いていたが、１９７２年（昭和４７）の帰郷の際、

学生時代から弾いていたギターを三線へ持ち替え、父親から民謡を学んだ。また、当時活動していた

「西表民謡愛好会」（当時の会長・那根弘、副会長・山城孫勇）に参加し、先輩方に交じって稽古し

たという。ちなみに、「西表民謡愛好会は、昭和３２年頃に那根弘さん、山城孫勇さんが中心となり西

表民謡を保存伝承する目的として発足した団体」（「はじめに」）である。

〈表６〉『西表民謡誌と工工四』にみる西表島の歌謡

曲 名 地域 頁 備 考

１
スナイダキ

祖納嶽節 祖納 ２３ 工工四は２２頁に収録。目次は「祖納嶽節」。

２
イリムティクトゥキ

西表口説 祖納 ２６ 工工四は２５頁に収録。目次は「西表口節」。

３
イリムティ クトゥキ

西 表はやし口説 祖納 ２８ 目次は「西表はやし口説」。

４ まるまぼんさん節 祖納 ３０ 工工四は２９頁に収録。

５
ナカラダ

仲良田節 祖納 ３５ 工工四は３４頁に収録。目次は「仲良田節」。

６
スンバレ

下原節 祖納 ４３ 工工四は３８－４２頁に収録。目次は「下原節」。

７ まんか節 祖納 ４８ 工工四は４７頁に収録。一名《真山加那ぶざ》。

８
トゥヌサマ

殿 様 節 祖納 ５３ 工工四は５１・５２頁に収録。５１頁は本調子、「ゆっくりし

た調子」。５２頁は「二揚調子・早弾」。目次は「殿様節」。

９ ゾシケマ節 祖納 ６０ 「殿様節の曲で歌う」。「成屋」とある。目次は「ぞしけま節」。

１０
ナリヤ

成屋ゾシケマ節 祖納 ６６ 「殿様節の曲で歌う」。目次は「成屋ぞしけま節」。

１１
ニサイ

二才トウラ節 祖納 ６９ 「マンカ節の曲で歌う」。目次は「二才とうら節」。

１２
ソールニンブチ

祖霊念仏節 祖納 ７３ 工工四は７１頁に収録。７２頁には工工四で《道行きの三

線》を収録。目次は「祖霊念仏節」。

１３
しなどぅりきょんぎん

品 取 狂 言 祖納 ７９ 狂言。工工四は７８頁に収録。目次は「品取り狂言」。

１４
フシタティ

干 立ぬトゥバイラーマ節 干立 ８９ 工工四は８８頁に収録。目次は「干立ぬトゥバイラーマ」。

１５
フタデクトゥキ

干立口説 干立 ９１ 工工四は９０頁に収録。目次は「干立口説」。

１６
ナカラダ

仲良田節 干立 ９７ 工工四は９６頁に収録。目次は「仲良田節」。

１７
ソールニンブチ

祖霊念仏節 干立 １００ 工工四は９８、９９頁に収録。９８頁には《祖霊念仏節》、
９９頁には《祖霊念仏節》の「十三番終わりの句」、《道
行きの三線》を収録。目次は「祖霊念仏節」。
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７ 『西表島の民謡』（特定非営利活動法人 西表島エコツーリズム協会、２０１３年）

２０１２年（平成２４）、西表島エコツーリズム協会が文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業の

助成を受け、「西表島民謡ガイド養成講座」を開催したときに作成したのが本書『西表島の民謡』で

ある。監修は石垣金星氏（西表民謡愛好会会長）、平良彰健氏（八重山古典音楽安室流協和会教師）

で、池田米蔵氏、新盛基代氏、通事健次氏の協力によるもの。

「単なる『歌い手』ではなく『ガイド・解説者』の育成」を目的として作成されたものだけに、実

際に西表島の代表的な歌の発祥の地に立ち、背景となる歴史に思いをはせながら学ぶのに適したテキ

ストといえる。

歌詞には逐語訳、解説が施されている。また、西表島で伝承されている歌詞と、八重山一般でうた

われている歌詞が併せて収録されており、両者の比較ができるような工夫が凝らされている。なお〈表

７〉において、№１５《鳩間節》、№１６《鳩間千鳥節》は割愛したことを断っておく。

〈表７〉『西表島の民謡』にみる西表島の歌謡

１８ ウジラ狂言 干立 １０３ 狂言。工工四は１０２頁に収録。目次は「うじら狂言」。

１９ ンゲマ 浦内 １０６ 工工四は１０５頁に収録。目次は「んげま」。

２０ ディンサー節 上原 １１０ 工工四は１０９頁に収録。

２１
イシ ビョウブ

石ぬ屏風節 舟浮 １２５ 工工四は１２３－１２４頁に収録。目次は「石ぬ屏風節」。

２２ ウルチ岳節 網取 １２８ 工工四は１２７頁に収録。１３０頁に「祖納に伝承されてい

る歌詞」を収録。

２３
ウファラクイチ

御原越地節 網取 １３６ 工工四は１３４－１３５頁に収録。１３６頁に「祖納に伝承さ
れている歌詞」、１３７頁に「網取に伝承されている歌詞」
を収録。目次は「御原越地節」。

２４
サキヤマ

崎山ユンタ 崎山 １４２ 工工四は１４１頁に収録。１４２－１４３頁に「祖納に伝承さ
れている歌詞」、１４４－１４５頁に「崎山に伝承される歌
詞」を収録。

２５
サキヤマ

崎山節 崎山 １４８ 工工四は１４６（本調子）、１４７頁（二揚調子）に収録。

１４８－１４９頁に「祖納に伝承されている歌詞」、１５０－１５１

頁に「崎山に伝承されている歌詞」を収録。

２６
ミナトゥブシ

湊 節 崎山 １５６ 工工四は１５５頁に収録。１５６－１５７頁に「祖納に伝承さ

れている歌詞」、１５８－１５９頁に「崎山に伝承されてい

る歌詞」を収録。目次は「湊節」。

№ 曲 名 地域 頁数 八重山で一般的な曲名 地域 頁数

１
くんのーら

古 見ぬ浦節 古見 ２ ― ― ―

２ ヤクジャーマ節 古見 ４ やぐじゃーま節 八重山一般 ５

３
はしゆ

矼世ば節 古見 ６
はし

矼ゆば節 八重山一般 ７

４ ― ― ―
たかな

高那節 八重山一般 ８

５ でぃんさー節 祖納 １０ でんさ節 八重山一般 １１

６ ― ― ―
ういばる すま

上原ぬ島節 八重山一般 １２

７ まるまぼんさん節 祖納 １３ ― ― ―
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８ 『竹富町古謡集』（竹富町教育委員会、１９８１～２００５年）

竹富町教育委員会から発刊した一連の古謡集で、全５集（以下、各々〈第１集〉、〈第２集〉、〈第３

集〉、〈第４集〉、〈第５集〉と略記することにする）の刊行を２５年の歳月をかけて完結させた。「本集

所載の歌謡は竹富町文化財保護審議会の収録した資料を基に地域担当の編集委員が、それぞれの島の

関係者をたずね補筆を施したものである」。

「凡例」に「歌謡の配列は、地域別に分類しジャンル別に並べた」とある。歌詞には逐語訳が施さ

れ、「解説」は歌謡の内容理解を助けるものである。歌詞の表記は、石垣繁氏の「新八重山仮名一覧

表」を原則としている。

（１）『竹富町古謡集』〈第１集〉（竹富町教育委員会、１９８１年）

『竹富町古謡集』〈第１集〉編集委員長は西表島祖納村出身の那根弘氏。西表島の担当者について、

古見村は石垣繁氏、干立村は玉津博克氏、祖納村は石垣久雄氏である。

那根弘氏は巻頭で「古謡を知っておられる老君たちが健在であられるこの時機に、古謡をより正確

にまとめておくべきだとの声が高まり、古謡集の編集に手がけた次第であります。島や村が多く、そ

れぞれことばが違う竹富町の古謡を一

つにまとめて編集する中で有意義に感

ずることは、一本の糸のようにつな

がった共通のものがある反面、島独自

の特色がはっきり表われているところ

であります」（「編集にあたって」）と

述べている。

〈第１集〉には、９地域４１曲が収録

されている。内訳は「竹富島」（６曲）、

「黒島」（４曲）、「小浜島」（５曲）、「新

城島」（４曲）、「鳩間島」（２曲）、「古

見村」（４曲）、「干立村」（２曲）、「租

納村」（５曲）、「波照間島」（９曲）で

ある。

８
すないだき

祖納嶽節 祖納 １４ ― ― ―

９
すんばれ

下原節 祖納 １５ ― ― ―

１０
なからだ

仲良田節 祖納 １６ ― ― ―

１１
いし びょうぶ

石ぬ屏風節 舟浮 １７ ― ― ―

１２
とぅぬさま

殿 様 節 祖納 １８ ― ― ―

１３
さきやま

崎山節 崎山 ２０ ― ― ―

１４
うふぁらくいち

御原越地節 網取 ２２
うふぁらくいつぃ

大浦越路 節 八重山一般 ２３

〈表８ー１〉『竹富町古謡集』〈第１集〉にみる西表島の歌謡

タイトル 地域 頁

いに た に

稲が種子あよー（ゆいぬかざりヰ） 古見村 １６１

道あよー（あんがりちゃ） 古見村 １６９

ぶなれーまゆんた 古見村 １７５

ぶなれーまじらま 古見村 １８８

いにがたにあよー 干立村 １９７

かーぬぱたつぁぬあぶたまゆんぐとぅ 干立村 ２０５

いに た に

稲が種子あよー 祖納村 ２１３

まいみき

米神酒ぬあよー 祖納村 ２２３

まいみき

米神酒しゃぬあよー 祖納村 ２２９

たうび

田植じらー 祖納村 ２３１

まい

米のらばぬゆんぐとぅ 祖納村 ２３６
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（２）『竹富町古謡集』〈第２集〉（竹富町教育委員会、１９９７年）

『竹富町古謡集』〈第２集〉

編集委員長は高嶺方祐氏。西

表島の担当者について、古見

村は石垣繁氏、祖納村・網取

村は石垣久雄氏である。その

他、委員に冝間正二郎氏がい

る。

〈第２集〉には、９地域６８

曲が収録されている。内訳は

「竹富島」（７曲）、「黒島」（７

曲）、「小浜島」（１０曲）、「新

城島」（６曲）、「鳩間島」（１７

曲）、「古見村」（１曲）、「租

納村」（８曲）、「網取村」（６

曲）、「波照間島」（６曲）で

ある。

（３）『竹富町古謡集』〈第３集〉（竹富町教育委員会、２０００年）

『竹富町古謡集』〈第３集〉

編集委員長は高嶺方祐氏。西

表島の担当者は、古見村は石

垣繁氏、祖納村・網取村は石

垣久雄氏である。その他、委

員に冝間正二郎氏がいる。

〈第３集〉には、１０地域６５

曲が収録されている。内訳は

「竹富島」（６曲）、「黒島」（９

曲）、「小浜島」（７曲）、「新

城島」（８曲）、「鳩間島」（８

曲）、「古見村」（１曲）、「干

立村」（６曲）、「租納村」（４

曲）、「船浮村」（１０曲）、「波

照間島」（６曲）である。

〈表８ー２〉『竹富町古謡集』〈第２集〉にみる西表島の歌謡

曲 名 地域 頁

ぴーとぅりゃーある みどぅぬふぁー 古見村 ２１３

か あ

井戸ぬぱたっつぁぬあぶたま・ゆんぐとぅ 租納村 ２２５

やま

山じらー 租納村 ２２７

たうび・じらー（きゆがぴぬ・じらー） 租納村 ２３３

や

家たかび（一） 租納村 ２４０

や

家たかび（二） 租納村 ２４５

あーぱーれ 租納村 ２５１

うぶぬ

大野がや・ゆんぐとぅ 租納村 ２５６

ぱなりみず・ゆんぐとぅ 租納村 ２６１

いに た に

稲が種子・あよー 網取村 ２７１

や

家たかび（一） 網取村 ２７６

まいみき

米神酒ぬ・あよー 網取村 ２７９

みーか

三日・あよー（一） 網取村 ２８２

みーか

三日・あよー（二） 網取村 ２８５

みしヰ

御神酒あげ謡 網取村 ２８６

〈表８－３〉『竹富町古謡集』〈第３集〉にみる西表島の歌謡

曲 名 地 域 頁

あま

雨・ちヰじヰ 古見村 ２１５

たなど

種取り・あよー 干立村 ２２５

うなざし・ゆんぐとぅ 干立村 ２３０

ささらにし 干立村 ２３４

ぐごぱ 干立村 ２３８

ふにぬ・じらば 干立村 ２４０

ふにぬく 干立村 ２４２

ざ

座たかび 祖納村 ２４７

あーぱれー 祖納村 ２５０

あーぱれー 祖納村 ２５２

むり うやかた

岡ぬ親方・ゆんぐどぅ 祖納村 ２５５

てい

ヤフぬ手 船浮村 ２５９
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（４）『竹富町古謡集』〈第４集〉（竹富町教育委員会、２００２年）

『竹富町古謡集』〈第４集〉編集委員長は石垣繁氏。西表島の担当者について、古見村は石垣繁氏、

干立村は大城學氏、祖納村は石垣久雄氏、船浮村・網取村は池田豊吉氏である。その他、委員に西大

舛高壱氏、冝間正二郎氏がいる。

〈第４集〉では、１１地域６６曲が収録されている。内訳は「竹富島」（７曲）、「黒島」（１０曲）、「小浜

島」（７曲）、「新城島」（７曲）、「鳩間島」（４曲）、「古見村」（１曲）、「干立村」（１０曲）、「租納村」（９

曲）、「船浮村」（６曲）、「網取村」（３曲）、「波照間島」（２曲）である。

〈表８－４〉『竹富町古謡集』〈第４集〉にみる西表島の歌謡

ふなこ うた

舟漕ぎ歌 船浮村 ２６１

た な ど

種子取り・あよー 船浮村 ２６２

ぬばるもーさ〈ゆんぐとぅ狂言〉 船浮村 ２６８

いゆ

魚ぬ・ゆんぐとぅ 船浮村 ２６９

牛ぬ・ゆんぐとぅ 船浮村 ２７１

むむ

桃ぬ・ゆんぐとぅ 船浮村 ２７２

まいのー

米稔らばぬ・ゆんぐとぅ 船浮村 ２７３

まいみき

米神酒・あよー 船浮村 ２７４

みだし・あよー 船浮村 ２７８

曲 名 地域 頁 備 考

ふなく

船漕ぎ・ゆんた 古見村 １７５ 目次は「船漕ぎ・ゆんた」

やふぬてぃー・じらば 干立村 １８５

てぃんちょーてぃんぱい 干立村 １８７

きゆぬふくらしゃ・じらば 干立村 １９０

ぐしゃくてぃぬぐい・じらば 干立村 １９２

ふにくー・じらば 干立村 １９５

はやちかい 干立村 １９７

かびらはやちかい 干立村 １９９

うしういきょんぎん 干立村 ２０２ 本文では「うしういきょぎん」となっている。

みりくぶし 干立村 ２０５

とぅばいらーま 干立村 ２０７

しま

ばが島・ゆんぐとぅ 祖納村 ２１３

ま き

うすり牧場のうた 祖納村 ２１６ 目次は「うすり牧場のうた」。

しちまつ うた

節祭りの歌 ぴょーし 祖納村 ２１８ 目次は「節祭り・ぴょーし」。
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（５）『竹富町古謡集』〈第５集〉（竹富町教育委員会、２００５年）

『竹富町古謡集』〈第５集〉編集委員長は石垣繁氏。西表島の担当者について、古見村は石垣繁氏、

干立村は大城學氏、船浮村・網取村は池田豊吉氏、石垣久雄氏である。その他、委員に西大舛高壱氏、

冝間正二郎氏がいる。

〈第５集〉には、１１地域７０曲が収録されている。内訳は「竹富島」（９曲）、「黒島」（８曲）、「小浜

島」（７曲）、「新城島」（１１曲）、「鳩間島」（４曲）、「古見村」（４曲）、「干立村」（４曲）、「祖納村」（４

曲）、「船浮村」（３曲）、「網取村」（８曲）、「波照間島」（８曲）である。

〈表８－５〉『竹富町古謡集』〈第５集〉にみる西表島の歌謡

ぶし

みりく節 祖納村 ２２１ 目次は「みりく節」。

ぶし

よなは節 祖納村 ２２４ 目次は「よなは節」。

ぐぐぱ 祖納村 ２２６

ふね 祖納村 ２２８

ふなのりきがんのうた 祖納村 ２３１

きょう ふく

今日ぬ誇らしゃ 祖納村 ２３２ 目次は「今日の誇らしゃ」。

がらし

くみぬ島 船浮村 ２３７ 目次は「くみぬ島」。

ぐさくてぃ

五尺手 船浮村 ２３８ 目次は「五尺手」。

ふに

船 ハイ 船浮村 ２４０ 目次は「舟ハイ」。

あぱれ 船浮村 ２４２

ざら

ちぬ皿 船浮村 ２４４ 目次は「ちぬ皿」。

なかざら

中皿 船浮村 ２４６ 目次は「中皿」。

うた

やーたかび謡（二） 網取村 ２５１ 目次は「やーたかび謡（二）」。

うた

やーたかび謡（三） 網取村 ２５５ 目次は「やーたかび謡（三）」。

うた

なかばしらぬにがい謡 網取村 ２５７ 目次は「なかばしらぬにがい謡」。

曲 名 地域 頁 備 考

赤また・ゆんた 古見村 １６１ 本文は「あかまた・ゆんた」。

�船を漕ぎつつ謡う神歌 古見村 １６３ 本文は「�船を漕ぎつつ謡う歌」。

�各戸を訪ねる時の神歌 古見村 １６４

�とぅにむとぅ家でのあかまたー歌 古見村 １６５ 目次は「�とぅにむとぅ家での神歌」。
やーたか

家崇び� 干立村 １６９ 目次は「家崇び�」。
やーたか

家崇び� 干立村 １７４ 目次は「家崇び�」。

あーぱーれ 干立村 １７８
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（飯田泰彦）

参考文献

�「出典文献解題」（外間守善・宮良安彦編『南島歌謡大成 Ⅳ 八重山篇』角川書店、１９７９年）

�三木健『八重山を読む―島々の本の事典―』〈シリーズ 八重山に立つ№２〉（南山舎、２０００年）

�石垣市立八重山博物館編『喜舎場永珣資料調査報告書』（石垣市教育委員会、２０１８年）

あまご

雨乞い・ちじ 干立村 １８１ 目次は「雨乞い・ちじ」。

なかざら

中皿 祖納村 １８７ 目次は「中皿」。

ちぬざら

角皿 祖納村 １８８ 目次は「角皿」。

アパレ 祖納村 １８９

ヤラヨー 祖納村 １９０

ヤーラーヨー 船浮村 １９７

うぶぬがや

大野茅・ユングトゥ 船浮村 １９９ 目次は「大野茅・ユングトゥ」。

かーらぬばたぬあぶたーま

川原の端の小蛙ユングトゥ 船浮村 ２０２ 目次は「川原の端の小蛙ユングトゥ」。

うた

みしおいし謡（角皿） 網取村 ２０７ 目次は「みしおいし謡（角皿）」。

なかざら

みしおいし（中皿） 網取村 ２０８ 目次は「みしおいし（中皿）」。

ヤーラーヨー 網取村 ２１０ 目次は「ヤーラヨー」。

あーぱーれー 網取村 ２１２ 目次は「あーぱーれ」。

〈シチの謡〉きゆぬふくらしゃや 網取村 ２１４ 目次は「きゆぬふくらしゃや」。

くくぱ 網取村 ２１６

ぐ さ ぐ て ぃ

五尺手拭 網取村 ２１７ 目次は「五尺手拭」。

ふねー ハイ 網取村 ２１８
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（発行年順）

西表島干立（星立）に関する資料

発行年 タイトル 編・著者 出 典 発行所

１９３９
「星立のお祭（写真）」（３１２頁）

「星立のお産と命名式」（３１５～３１８頁）
河村只雄 『南方文化の探求』 創元社

１９３９ 「生きる悲哀」 崎枝泰明
『先島朝日新聞』１９３９年３

月１８日
先島朝日新聞社

１９５０ 「干立」（４４５～４４６頁） 東恩納寛惇
『南島風土記』－沖縄・奄

美大島地名辞典－
沖縄郷土文化研究会

１９６７ 「星立の歌」 黒島寛松 『琉球新報』１９６７年１２月２３日 琉球新報社

１９６８ ふるさとの名所「星立のヤエヤマヤシ群落」（９頁） 在沖縄・西表郷友会 『まるま』〈第１号〉 在沖縄・西表郷友会

１９７２ 「星立村」（１６０頁） 牧野 清 『新八重山歴史』 牧野 清

１９７２

「軍艦岩→稲葉廃村跡→星立」（５５～５７頁）

「ヤエヤマヤシの里・星立部落」（５８～５９頁）

「星立のヤエヤマヤシ」（６０頁）

琉球大学ワンダー

フォーゲル部
『南海の秘境西表島』

琉球大学ワンダー

フォーゲル部

１９７３ 「星立部落のお盆のこと」（６２～６４頁） 渡部静江
『八重山調査報告書－

西表・祖納』

早稲田大学アジア学会

第１１次八重山調査隊

１９７４

「９、部落のあだ名�星立フタデガダリア（星立小
聲）」（３１～３３頁）

「２８、牝牛石（ウナンイシ）」（１３６～１３９頁）

「２９、トゥバイリャーとメオト松」（１４０～１４６頁）

那根 亨 『西表島の伝説』 那根 亨

１９７４ 「私の村から～干立の自然と私」 新城敏江 『八重山の自然』 八重山の自然を守る会

１９７６ 「西表星立村のシィチィ（節祭）」（４４～６１頁） 石垣博孝 『琉大史学』〈第８号〉 琉球大学史学会

１９７６ 「星立天然保護区域（国指定）」（２６頁） 那根 亨 『竹富町の文化財』 竹富町教育委員会

１９７６ 「西表の節祭とアンガマ踊」（１～３２頁） 比嘉盛章 『南島』〈第１輯〉
東京・八重山文化研

究会

１９７７ 『西表の方言と民俗』 那根 亨 『西表の方言と民俗』 那根 亨

１９７７
「ヤフヌ手（星立）」（９１頁）

「オホホ（星立）」（９１頁）
那根 亨 『竹富町の無形文化財』 竹富町教育委員会

１９７９ 「星立の節祭について」（４１～５５頁） 那根 武

『西表島祖納星立の節祭

（シチの）の芸能』昭和５３

年度国選択無形民俗文化財

記録作成

西表民俗芸能保存会

１９８０ 「六一・節祭の選択書」（２１１頁） 那根 武 『七〇の坂道』 那根 武

１９８０

「干立村の創始を思う」（２２～２５頁）

「干立村雄者ウニファー傅」（２５～２８頁）

「マヤパタラの幻影」（１１０～１１２頁）

「チクイ座の霊石」（１１２～１１４頁）

「挽物細工の猿踊り」（１９１頁）

「彌勒信仰の変り踊り（星立）」（２３３～２３４頁）

星 勲 『西表島のむかし話』 ひるぎ社

１９８０ 「（３６）星立部落内遺跡」（３６頁） 金武正紀

『竹富町・与那国町の遺

跡－詳細分布調査報告書

－』〈沖縄県文化財調査報

告書第２９集〉

沖縄県教育委員会

１９８０
�「西表星立部落遺跡 晩期（土器・凹石等）」

（７８頁）
多和田真淳

『古稀記念 多和田真淳

選集（考古・民俗・歴史・

工芸篇）』

古稀記念多和田真淳

選集刊行会

１９８０ 「３６．星立天然保護区域」（４０頁） 沖縄県教育委員会
国・県指定文化財『天然記

念物展』
沖縄県教育委員会

１９８１ 「５．干立村と成屋村」（１７～１８頁） 星 勲 『西表島の民俗』 友古堂書店
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１９８１

「いたがたにあよー」（１９７～２０５頁）

「かーぬぱたつぁぬあぶたまゆんぐとぅ」（２０５～

２１０頁）

玉津博克 『竹富町古謡集』〈第一集〉 竹富町教育委員会

１９８１ 「４．干立の御嶽」（２３４頁） 沖縄県教育委員会

『沖縄県社寺・御嶽林調査

報告Ⅵ』〈沖縄県天然記念

物調査シリーズ第２１集〉
沖縄県教育委員会

１９８１ 「星立天然保護区域」（２２６頁） 佐久田繁
国・県指定及選択『おきな

わ文化財図鑑』
月刊沖縄社

１９８２ 「干立村」「多柄村」「浦内村」（６８～７４頁） 星 勲 『西表島の村落と方言』 友古堂書店

１９８３ 「星立 ほしたて」（４６９頁） 牧野 清 『沖縄大百科事典』〈下巻〉 沖縄タイムス社

１９８３ 「干立御嶽 ほしたてオン」（４６９頁） 石垣博孝 『沖縄大百科事典』〈下巻〉 沖縄タイムス社

１９８３
「星立天然保護区域 ほしたててんねんほごくい

き」（４６９頁）
新納義馬 『沖縄大百科事典』〈下巻〉 沖縄タイムス社

１９８３
「４．西表島星立天然保護区域のヤエヤマヤシ林の

群落構造」（５１～７４頁）
沖縄県教育委員会

『西表島天然記念物緊急

調査報告Ⅰ』〈沖縄県天然

記念物調査シリーズ第２３

集〉

沖縄県教育委員会

１９８３
「干立」（９４頁）

「干立天然保護区域」（９６頁）
白井祥平・佐野芳康

『東洋のガラパゴス 西表

島の自然』
新日本教育図書

１９８４ 「星立」（５２～５４頁） 田中利典
ジャングルへのいざない

『秘境西表島』
新星図書出版

１９８４
「沖縄県、八重山地方における植物の命名、分類、

利用－比較民族植物学的考察」（２５～２３５頁）
山田孝子

『リトルワールド研究報告』

〈第７号〉

人間博物館リトル

ワールド

１９８４ 「西表島の『種子取り』ユングドゥ」（１２７～１４０頁） 黒島寛松 『群星（ぶりぶし）』
沖縄エッセイスト

クラブ

１９８５ 「干立」（１４８～１４９頁） 崎原恒新
『沖縄の地名の由来－地名

語源伝承集成』
月刊沖縄社

１９８５ 「西表の子守り歌」（９１～１００頁） 黒島寛松 『月桃（さんにん）』
沖縄エッセイスト

クラブ

１９８６ 「干立村 ほしたてむら」（６３２頁）
「角川日本地名大

辞典」編纂委員会

『角川日本地名大辞典 ４７

沖縄県』
角川書店

１９８６
Ⅲ資源植物の分布調査 ４．集落（３庭園）「表－４．

１５星立における人家周辺の植物」（１８～２３頁）
新本光孝

『西表島を中心とした資源

植物賦存状況』

�域産業技術振興協
会

１９８９

「ヤエヤマヤシ」（１２５頁）

「節祭（祖納・星立）」（１３９頁）

「豊年祭（祖納・星立）」（１４０頁）

横塚眞己人
『原色のパラダイス イリ

オモテ島』〈改訂版〉
新日本教育図書

１９８９ 写真「シイチイ（西表島星立）」（３４～３５頁） 平井順光
平井順光写真集３

『沖縄の祭』
コミックおきなわ社

１９８９

「稲が種子アヨー」(176～１７８頁)

「星立のトゥバラーマ」（２３２頁）

「無蔵念仏」（２８５～２８９頁）

「家崇び」（３０４～３０５頁）

編集委員会
『日本民謡大観（沖縄奄

美）』〈八重山諸島篇〉
日本放送出版協会

１９９０
（二）道筋と文物「干立御嶽」（８５頁）

（三）道筋と村「干立村」（９１頁）
里井洋一・石垣金星

『沖縄県歴史の道調査報告

書Ⅶ－八重山諸島の道』
沖縄県教育委員会

１９９０ 『竹富町関係文献目録』 竹富町 『竹富町関係文献目録』 竹富町

１９９０

第二章 八重山島嶽々名並に同由来 西表島西北部

御嶽位置略図「１８９．星立御嶽」（４０５～４０６頁）

「１９０．ムトゥ御嶽」（４０６～４０７頁）

「１９１．雨御嶽」（４０７頁）

「１９２．穀御嶽」（４０７頁）

「１９３．多柄御嶽」（４０７～４０９頁）

牧野 清 『八重山のお嶽』 あーまん企画

１９９０ 「１０．仲良田節」（２８頁） 糸洌長良

『八重山古典民謡・古謡全

集－五線譜・工工四併記』

【改訂・増補】

糸洌長良
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１９９１
「［写真］星立」（８５～１３１頁）

「干立のシチ（節祭）」（１３２～１４９頁）
比嘉康雄

『神々の古層９－世を漕ぎ

寄せるシチ［西表島］』
ニライ社

１９９１
国の重要無形民俗文化財に指定された西表島の祖

納・星立の節祭（シチ）（１）～（５）
那根 元

『八重山毎日新聞』１９９１年

７月２６日～８月１日
八重山毎日新聞社

１９９１ 『西表島上村遺跡－重要遺跡確認調査報告』
大城慧・金城亀信

石垣金星

『西表島上村遺跡－重要遺

跡確認調査報告』

〈沖縄県文化財調査報告書

第９８集〉

沖縄県教育委員会

１９９１ 「第２９図 祖納・星立の御嶽」（５頁）
金城亀信・里井洋

一・石垣金星

『船浦スラ所跡』

〈沖縄県文化財調査報告書

第１０１集〉

沖縄県教育委員会

１９９２ 「第１部 星立わがシマ」（１００～１１１頁）
黒島英輝述・安渓

遊地・安渓貴子

『環境に関する民俗的認識

と民俗技術的適応』
国立歴史民俗博物館

１９９２ 「慶良間の猿と星立の猿」 黒島寛松 『沖縄タイムス』１９９２年３月５日 沖縄タイムス社

１９９４

「写真７０９．天空にそびえる星立のヤエヤマヤシ群

落」（２４３頁）

「９１４．干立村全図」（２９７頁）

竹富町史編集委員会
『写真集ぱいぬしまじま』

〈別巻３〉
竹富町役場町史編集室

１９９４ 「多目的集会施設落成－干立－」（５頁） 竹富町役場企画課
『広報たけとみちょう』

〈№１９３〉
竹富町役場企画課

１９９５ 「西表干立村シチィ（節祭）」（２６１～２７９頁） 石垣博孝
『沖縄船漕ぎ祭祀の民族学

的研究』
勉誠社

１９９５ 「節祭」（１３５頁）
ボーダーインク編

集部編

『おきなわ行事・イベント

オールガイド』
ボーダーインク

１９９６
「祖納・干立で「節祭」－来年の豊作を祈願－」

（４頁）
竹富町役場企画課

『広報たけとみちょう』

〈№２２０〉
竹富町役場企画課

１９９６ 「（四）干立－集落の概況」（５９８～６０４頁）
竹富町史編集委員会

町史編集室

『竹富町史 第１２巻 資料編

戦争体験記録』
竹富町役場

１９９６
「戦争体験記 学業より優先した軍事動員」

（６０５～ ６１０頁）
通事 勇

『竹富町史 第１２巻 資料編

戦争体験記録』
竹富町役場

１９９６ 「戦争体験記 小野隊での体験」（６１０～６１２頁） 平得石蔵
『竹富町史 第１２巻 資料編

戦争体験記録』
竹富町役場

１９９６
「戦争体験記 忘れられない戦争の日々」

（６１２～６１５頁）
慶田城寛助

『竹富町史 第１２巻 資料編

戦争体験記録』
竹富町役場

１９９６ 「戦争体験記 戦地で友を失う」（６１５～６２０頁） 黒島寛松
『竹富町史 第１２巻 資料編

戦争体験記録』
竹富町役場

１９９６
「戦争体験記 球六四六一部隊とマラリア罹患」

（６２０～６２６頁）
平得泰次

『竹富町史 第１２巻 資料編

戦争体験記録』
竹富町役場

１９９６
「戦争体験記 曽我部隊での軍隊生活」

（６２６～６３０頁）
崎枝泰明

『竹富町史 第１２巻 資料編

戦争体験記録』
竹富町役場

１９９６
「戦争体験記 台湾疎開と激しい空襲」

（６３１～６３２頁）
黒島成子

『竹富町史 第１２巻 資料編

戦争体験記録』
竹富町役場

１９９６ 「戦争体験記 母子三人の台湾疎開」（６３３～６３６頁） 西大洋子
『竹富町史 第１２巻 資料編

戦争体験記録』
竹富町役場

１９９６
「戦争体験記 九死に一生を得て台湾を脱出」

（６３６～６３７頁）
塩川實隆

『竹富町史 第１２巻 資料編

戦争体験記録』
竹富町役場

１９９６
「戦争体験記 アテプリン投与とＤＤＴ散布」

（６３７頁）
崎枝 進

『竹富町史 第１２巻 資料編

戦争体験記録』
竹富町役場

１９９７ 『西表島の節祭（干立編）』 竹富町教育委員会
『西表島の節祭（干立編）』

〈竹富町の文化財第５集〉
竹富町教育委員会

１９９７
「西表の大自然を満喫ヒナイサーラの滝見学－干立

子供会－」（７頁）
竹富町役場企画課

『広報たけとみちょう』

〈№２２７〉
竹富町役場企画課

１９９７
表紙「部落民総出で力強く伝統の網づくり－西表干

立－」
竹富町役場企画課

『広報たけとみちょう』

〈№２２９〉
竹富町役場企画課
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１９９７

「島の各地で多彩な民族芸能 五穀豊穣と住民の健

康を天地の神々に祈願 祖納・干立『節祭』－豊作

と繁栄を祈願－」（４頁）

竹富町役場企画課
『広報たけとみちょう』

〈№２３２〉
竹富町役場企画課

１９９８ 『詩集 たそがれ』 池城安伸 『詩集 たそがれ』 池城安伸

１９９８

「伝統芸能は島の誇り－多彩な奉納芸能で天地の

神々に祈願－西表島－古式床しく厳粛に祖納と干立

で節祭」（５頁）

竹富町役場企画課
『広報たけとみちょう』

〈№２４４〉
竹富町役場企画課

１９９８
写真９５「西表島星立豊年祭のオホホ、弥勒、猿の仮

面」（９９頁）、「⑥西表島星立の豊年祭」（１００頁）
本田安次

『沖縄の祭と芸能』〈南島

文化叢書１３〉
第一書房

１９９９
「二・西表島の一日」「写真１６．星立のお祭」「四・

星立のお産と命名式」（１２４～１３１頁）
河村只雄

『南方文化の探求－足で書

かれた沖縄民俗誌』
講談社

２０００

「伝統芸能は島の誇り－多彩な伝統芸能を神々に奉

納－西表（祖納・干立）古式床しく厳粛の節祭」

（６頁）

竹富町役場企画課
『広報たけとみちょう』

〈№２５５〉
竹富町役場企画課

２０００

「種取り・あよー」（２２５～２２９頁）

「うなざし・ゆんぐとぅ」（２３０～２３４頁）

「ささらにし」（２３４～２３７頁）

「ぐごぱ」（２３８～２４０頁）

「ふにぬ・じらば」（２４０～２４１頁）

「ふにぬく」（２４２～２４４頁）

石垣久雄 『竹富町古謡集』〈第三集〉 竹富町教育委員会

２０００ 「節祭」（１４１～１４３頁）
ボーダーインク編

集部

『おきなわ行事イベントの

本』
ボーダーインク

２０００
「海からの侵入者－西表島・星立の節祭のオホホ

－」（１１０～１１５頁）
青井志津 『石垣島、死者の正月』 四谷ラウンド

２００１
西表島の遺跡 七、博物館総合調査における遺跡の

概要「星立部落内遺跡」（７４頁）
大城 慧

『西表島総合調査報告書－

自然・考古・歴史・民俗・

美術工芸－』

沖縄県立博物館

２００１

節祭の衣裳考「２．祖納・干立の神行事「節祭」」

（１５０頁）

「写真１７紅型ウチビ（星立）」（１６３頁）

「写真２０星立のウガン・チカの衣装」（１６４頁）

伊波悦子

『西表島総合調査報告書－

自然・考古・歴史・民俗・

美術工芸－』

沖縄県立博物館

２００１ 「西表島祖納・星立の節祭」（１２１～１３０頁） 當間一郎

『西表島総合調査報告書－

自然・考古・歴史・民俗・

美術工芸－』

沖縄県立博物館

２００１
「海神祭で安全と豊漁を祈願～ハーリーで賑わう～

３連覇達成に意気揚揚！干立公民館」（７頁）
竹富町役場企画課

『広報たけとみちょう』

〈№２６３〉
竹富町役場企画課

２００２ 「干立村」（７１１～７１２頁）
平凡社地方資料セ

ンター

『沖縄県の地名』〈日本

歴史地名大系第４８巻〉
平凡社

２００２

「県内一早い「日本最南端の海びらき」宣言�海び
らき前夜祭 干立海岸の特設ステージは大勢の観衆

で賑いを見せた」（２頁）

竹富町役場企画課
『広報たけとみちょう』

〈№２７１〉
竹富町役場企画課

２００２

「南の島の夏の風物詩 伝統のまつりで賑わう地域

挙げて“豊作祈願”干立－アパレーで豊作を喜ぶ－」

（４頁）

竹富町役場企画課
『広報たけとみちょう』

〈№２７６〉
竹富町役場企画課

２００２
「伝統芸能を神々に奉納 西表（祖納・干立）で『節

祭（シチ）』が挙行」（４頁）
竹富町役場企画課

『広報たけとみちょう』

〈№２７８〉
竹富町役場企画課

２００２

「やふぬてぃー・じらば」（１８５～１８７頁）

「てぃんちょーてぃんぱい」（１８７～１８９頁）

「きゆぬふくらしゃ・じらば」（１９０～１９２頁）

「ぐしゃくてぃぬぐい・じらば」（１９２～１９４頁）

大城 學 『竹富町古謡集』〈第四集〉 竹富町教育委員会
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２００２

「ふにくー・じらば」（１９５～１９７頁）

「はやちかい」（１９７～１９９頁）

「かびらはやちかい」（１９９～２０１頁）

「うしういきょぎん」（２０２～２０４頁）

「みりくぶし」（２０５～２０６頁）

「とぅばいらーま」（２０７～２１０頁）

大城 學 『竹富町古謡集』〈第四集〉 竹富町教育委員会

２００２ 「《写真にみるわが町》２１ 干立の農村風景」（１頁）
竹富町史編集委員

会町史編集室
『竹富町史だより』〈第２２号〉 竹富町役場町史編集室

２００３
「体験滞在型交流促進施設『イルンティフタデム

ラ』がオープン地域活性化の起爆剤に」（４頁）
竹富町役場企画課

『広報たけとみちょう』

〈№２８４〉
竹富町役場企画課

２００４
「八重山諸島の狂言資料抄ー西表島祖納村・干立

村」（３８２～３８３頁）
飯田泰彦

『沖縄芸術の科学』〈第１６

号〉ー沖縄県立芸術大学附

属研究所紀要－

沖縄県立芸術大学附

属研究所

２００４ 「第５１節 竹富町星立の綱引き習俗」（３０１～３０３頁） 崎原恒新

『沖縄の綱引き習俗調査報

告書』〈沖縄県文化財調査

報告書第１４３集〉

沖縄県教育委員会

２００５

「家祟び（一）」（１６９～１７３頁）

「家祟び（二）」（１７４～１７８頁）

「あーぱーれ」（１７８～１８０頁）

「雨乞い・ちじ」（１８１～１８４頁）

大城 學 『竹富町古謡集』〈第五集〉 竹富町教育委員会

２００６

「干立ぬトゥバイラーマ」（８８～８９頁）

「干立口説」（９０～９５頁）

「仲良田節」（９６～９７頁）

「祖霊念仏節」（９８～１０１頁）

「ウジラ狂言」（１０２～１０４頁）

石垣金星 『西表民謡誌と工工四』 西表をほりおこす会

２００６ 「２５．干立集落入口の壕」（１００～１０１頁）
沖縄県立埋蔵文化

財センター

『沖縄県戦争遺跡詳細分布

調査（Ⅵ）－八重山諸島編

－』〈沖縄県立埋蔵文化財

センター調査報告書第４１

集〉

沖縄県立埋蔵文化財

センター

２００８ 「（１０）干立集落」（２６頁） 九州森林管理局

『平成１９年度西表島におけ

る人と森林との歴史に関す

る調査報告書』

九州森林管理局

２００８
「泡盛古聞録＃９ かつて存在した酒造～西表島・

干立集落の組合による酒造り～」（６３頁）
稲垣千明

『李刊 カラカラ』

〈Vol．２８〉
伽楽可楽

２００９

「干立のクスノキ」（２９頁）

「干立のフクギ」（３７頁）

「干立のイヌマキ」（３８頁）

九州森林管理局西

表森林環境保全ふ

れあいセンター

『西表島の名木集』 竹富町教育委員会

２０１０
『記録されなかったムラの記憶－西表島旧稲葉集落

の聞き書き－』
松村正治編

『記録されなかったムラの

記憶－西表島旧稲葉集落の

聞き書き－』

浦内川観光

２０１２ 「フラワーロード構想：干立婦人会」（１６４～１６５頁）
社団法人沖縄県対

米請求権事業協会

平成２３年度『人材育成支援

事業主要刊行コース沿道花

一杯事業地域活性化交流事

業』

社団法人沖縄県対米

請求権事業協会

２０１４ 「干立節祭」（３頁） 竹富町役場企画課
『広報たけとみちょう』

〈№３９４〉
竹富町役場企画課

２０１５
表紙の写真「干立村世願」

（干立御嶽 ２０１４年４月２３日）

竹富町史編集委員

会町史編集係
『竹富町史だより』〈第３６号〉 竹富町教育委員会

２０１５ 「節祭（干立）」（３頁） 竹富町役場企画課
『広報たけとみちょう』

〈№４０６〉
竹富町役場企画課

２０１７ 「干立節祭－国指定重要無形民俗文化財－」（２頁） 竹富町役場企画課
『広報たけとみちょう』

〈№４２５〉
竹富町役場企画課
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西表島干立村節祭 ２０１７年１１月９日（撮影：新城良乃）

２０１８ 『干立バシマを語る』 向井 進 『干立バシマを語る』 向井 進

２０１８
「「島の昼ごはん」file．９１ 西表島干立 中坂家の

昼ごはん」（２４～２５頁）
南山舎編 『月刊やいま』〈№２９０〉 南山舎

２０１８
「台湾引揚げ体験者の記録とコラム－兼久ナヘさん

－」（４５～４８頁）

赤嶺守・仲村春菜・

松田良孝・本村育恵

『「沖縄籍民」の台湾引揚

げ証言・史料集』
琉球大学法文学部

２０１９
「干立地域活動報告－干立の魅力発見 体験プログ

ラム開発講習会」（８頁）
竹富町役場企画課

『広報たけとみちょう』〈№

４３７〉
竹富町役場企画課

２０２０ 「�事例報告：西表島干立」（１６～１９頁）

一般社団法人与那

国フォーラム「与

那国民俗芸能の継

承に向けた調査・

及び人材育成計画

事業」事務局

『平成３１年度沖縄文化芸術

を支える環境形成推進事業

与那国民俗芸能の継承に向

けた調査、及び人材育成計

画策定事業報告書』

一般社団法人与那国

フォーラム「与那国

民俗芸能の継承に向

けた調査・及び人材

育成計画事業」事務

局

２０２０
「〈島々の踊り・狂言№６〉干立ぬトゥバイラーマ

（西表島・干立）」（１頁）
米盛恭子 『竹富町史だより』〈第４６号〉 竹富町教育委員会

２０２０
「やいま news&Topics 西表干立地区の避難路が完

成」（６頁）
南山舎編 『月刊やいま』〈№３１１〉 南山舎

２０２０
「ゆいまーるワークショップ 第１回西表西部地区

（祖納・干立・白浜・船浮）」（４頁）
竹富町役場企画課

『広報たけとみちょう』

〈№４４７〉
竹富町役場企画課

２０２０
「ゆいまーるワークショップ 第２回西表西部地区

（祖納・干立・白浜・船浮）」（３頁）
竹富町役場企画課

『広報たけとみちょう』

〈№４４８〉
竹富町役場企画課

２０２０
「ゆいまーるワークショップ 第３回西表西部地区

（祖納・干立・白浜・船浮）」（３頁）
竹富町役場企画課

『広報たけとみちょう』

〈№４４９〉
竹富町役場企画課

２０２１
『タナシ修理新調記録集 国指定重要無形民俗文化

財西表島の節祭』（干立）

干立公民館タナシ

製作実行員会

『タナシ修理新調記録集

国指定重要無形民俗文化財

西表島の節祭』（干立）

干立公民館

２０２１
「竹富町とコロナ・コレラ・アレコレ」３・年中行

事にみる悪疫退散の願い（１）干立村（９頁）
飯田泰彦 『竹富町史だより』〈第４７号〉 竹富町教育委員会

不明
西部集落の魅力にふれる「干立」（１４頁）、（１６～２１

頁）
�開

『バシマ イリムティムラ

～西表西部の島歩き～』
竹富町
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竹 富 町 史 だ よ り
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編編 集集 後後 記記

表紙の「仲間橋開通式」（１９９２年）から、来年（２０２２年）は３０年の節目を迎えます。写真の小学生た

ちも、仕事や地域活動でも中心となる世代に成長しているはずです。

今回、仲間橋開通式についてお話をうかがった、西大舛髙旬町長も当時は竹富町議会議員として現

役バリバリの４５歳。開会式や祝賀会の写真に若かりし自分の姿を見つけて懐かしそうです。また、写

真に写る先輩方の名前を一人一人挙げながらの思い出話に時間も忘れるほどでした。このとき仲間橋

は、人や車やモノを運ぶだけではなく、まさに「時代の架け橋」とも換言できます。

さて、『竹富町史だより』〈第４８号〉では、先に発刊された『竹富町史 第十一巻 新聞集成 Ⅷ』

に関する論考を掲載しています。どれも読み応えのある内容になっています。

「それぞれの島で必死に生きる人々が見えるようだ。」（慶田盛 伸）

「読む人の切り口によっていろいろな成果が期待できるのも資料集の良いところ。料理のしかたは

貴方次第です。」（與那國光子）

「東京オリンピックの競技を観て手に汗握り、ビートルズの《girl》を熱唱するグループサウンズ

のザ・タイガースの姿に「シビレタ」」（西前津松市）

これらは、「ひとつひとつの記事に当時の竹富町民がどのような思いで関わったのかといった考察」

や、「島の内側からの視点で検証していくこと」（『新聞集成 Ⅶ』参照）の目的を実践しており、竹富

町史の基本構想と響きあうものです。各氏の寄稿を読まれた皆様も、改めて『竹富町史 第十一巻

新聞集成 Ⅷ』を手に取っていただき、歴史を自分事としてふりかえる契機にしていただければと思

います。

ところで、今年も残り３カ月。コロナ禍において、東京オリンピックはなんとか開催されましたが、

国内、県内、地域の祭りやイベントなどが、軒並み延期や中止の報道が続きました。政府の緊急事態

宣言により、沖縄県民は長い長い３カ月の自粛生活を送ることに。

豊年祭、結願祭、節祭、種子取祭などの伝統行事はもちろんのこと、地域の芸能祭や学校行事の数々

も、延期、中止、自粛、縮小され、文化継承の緊急事態を迎えています。

「今年の種子取祭も神事だけになったよ」、「踊りも忘れてしまったさー」とは、竹富町史編集委員

長・石垣久雄氏の言葉。このような言葉からは、祭祀が古謡、民謡、舞踊、芸能などの伝統文化を継

承し育む母体となっていることに改めて気づかされます。また、着物の着付け方、行事料理の作り方

や盛り付けに至るまで、一つ一つの事柄が、祭りを構成する大切な要素があることを再認識しました。

かつて人口の流出や過疎を経験してきた地域では、途切れてしまった祭りや行事の再現にたいへん

苦労したと聞きました。過去の経験を生かし、伝統文化を継承する意味においても、親から子へ、子

から孫へ、先輩から後輩へ…というように、一人一人が「架け橋」であることを自覚したいものです。

（米盛恭子）
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